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第1章 調査の概要    

2011(平成 23)年 3 月 11 日に発生した東日本大震災に伴う東京電力福島第

一原子力発電所事故(以下,福島第一原子力発電所事故)が発生して 5 年になり

ました。事故により生業の中断や避難を強いられるなど被害を受けられた皆

様に改めて心からお見舞いを申し上げます｡現在でも未だ多くの方々が故郷

を離れて暮らしておられますが,1 日も早いご帰宅ができることをお祈りいた

します｡ 

 

１． 調査の目的 

(一社)日本原子力学会に常置している教育委員会(以下,原子力学会教育委員

会)は,会員(技術者,研究者,学生等)の教育に関する調査･支援を行うとともに,

初等･中等教育段階におけるエネルギーや原子力･放射線に関する教育の調

査･支援を行ってきました。 

 

初等･中等学校の教育に当たっては,生徒に生きる力をはぐくむことを目指

し,基礎的･基本的な知識及び技能を習得させ,課題を解決するため必要な思考

力,判断力,表現力その他の能力をはぐくむこととされています。そのためには

児童･生徒の発達段階に応じた教師の適切な学習指導と,それに対応した系統

的,発展的な授業ができる教科書の提供とが最も重要であり,教科書は,日本全

国の児童･生徒が共通に学ぶ知識の源となるだけに,その取りあげる内容と質

が常に問われることは言うまでもありません｡ 

 

原子力学会教育委員会では, エネルギー･環境･原子力･放射線などの学習に

ついて,教科書のさらなる充実を図っていただくことを目的として,初等･中等

教育の教科書調査を行い,具体的な要望と提言を報告書としてまとめて公表し

てきました。この活動は 1995(平成 7)年から現在まで約 20 年間にわたり,これ

までに 10 冊の報告書を公表し,文部科学省をはじめ各教科書出版会社,(一社)

教科書協会,教育界･学界などの関係各方面に提出しています｡関係者がこれら

の提言を評価され,教科書の編集に際して検討･反映いただくことなどにより,

近年分かり易くかつ専門的な表現にも配慮された表現が増えてきたことが覗
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えます。原子力学会のこのような活動が,社会に貢献できたことは大きな喜び

とするものです｡ 

 

2008(平成 20)年に中学校学習指導要領が改訂(以下,新学習指導要領)されま

した。このうち特に,理科の新学習指導要領および解説の [第 1 分野] 2 内容 (7)

「科学技術と人間」において,中学 3 年の理科について「原子力発電ではウラ

ンなどの核燃料からエネルギーを取り出していること,核燃料は放射線を出し

ていることや放射線は自然界にも存在すること,放射線は透過性などをもち,

医療や製造業などで利用されていることなどにも触れる」と記され,約 30 年ぶ

りに放射線に関する説明を行うことが明示されたことは大きな変化でした。 

教科書は 5 年ごとに改訂されます｡この新学習指導要領にしたがって編集さ

れ,検定を受けた教科書は,2012(平成 24)年度(前倒し移行の場合,2011 年度)か

ら 2015(平成 27)年度までの 4 または 5 年間中学校で使用されてきました。 

原子力学会教育委員会では,これらのうち国語,社会,理科,技術･家庭の各教

科書についてエネルギー･原子力関連記述の調査を行い,2012(平成 24)年 3 月

に提言等を取りまとめ公表しました(第 4 章 3. これまでに公表した報告書 に

リストを記載しています)。 

 

しかし,2011(平成 23)年 3 月 11日に発生した東日本大震災に伴う福島第一原

子力発電所事故に直面し,若年層への原子力･放射線の正確な理解促進活動が

重要であることを改めて痛感しました｡今回の教科書調査においては,事故か

ら 5 年が経過した現状を踏まえ,事実としての事故そのもの記述とその後の対

応状況,事故に関連した原子力利用,放射線の健康影響,放射性物質による土壌

や海洋汚染などの環境影響,国内外の原子力政策への影響などに関する記述に

重点を置いた調査を行い,教科書のさらなる充実を図っていただくことを目的

として,本報告書に要望と提言をまとめました。 

最新の教科書は,2014(平成 26)年度に検定を受け,全国の教育委員会が採択を

決めたものが 2016(平成 28)年 4 月から使用されています｡そこで,今回はこれ

らの中学校教科書のうち社会(地理的分野,歴史的分野,公民的分野),理科,保健

体育および技術･家庭( 技術分野,家庭分野) を調査対象としました。 
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なお, 前述の 2011( 平成 23) 年度から 2015( 平成 27) 年度までの 4 または 5 年

間中学校で使用されてきた教科書の編集は, 2010( 平成 22) 年頃にはほぼ終了

していたため, 2011( 平成 23) 年 3 月の福島第一原子力発電所事故については,

社会の教科書に簡単に追記された程度で, 事故はほぼ適切に説明されている

ことを確認しています｡理科の教科書の放射線に関しては, 同事故と関連して

の記述はありませんでした。 

 

日本原子力学会は,公衆の安全をすべてに優先させて,原子力および放射線

の平和利用に関する学術および技術の進歩をはかり,その活用と普及を進め,

もって環境の保全と社会の発展に寄与することを目的としています｡それら

の活動の中で,初等･中等教育方面にもお役に立ちたいと願い,教科書を精読し

ていく所存です。 

 

２．本報告書の概要 

 本章第 1 節で調査の目的を述べています。 

本節で今回調査した教科書の件数と,これらの教科書について調査したエネ

ルギー･資源･環境･原子力･放射線関連記述のページのリストを示します｡リ

ストは各教科書の原子力および放射線関連の記述については網羅しています。

しかし,エネルギーや資源等の記述は,教科書内で広く分散していることもあ

り,主に原子力利用に関係するエネルギー･資源についての記述を取りあげて

います。また,環境問題は家庭の省エネルギーやゴミ問題,輸送部門や製造工場

などによる公害問題,さらには地球環境問題と広範にわたる社会問題ですが,

ここでは主に,エネルギー利用に大きく関わる温室効果ガスによる地球温暖化

を中心にした記述を対象に調査しました｡再生可能エネルギーは,エネルギー

利用の一角を占めていくことが期待されていますので,関係する個所を取りあ

げました。 

 

 第 2 章では,教科書の記述の充実を図っていただきたいという要望を,6 項目

の提言として述べています｡第 1 節は提言の概要,第 2 節はその詳しい解説で

す。2010(平成 22)年以前の教科書では,チェルノブイリ原子力発電所事故( 1986
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年, 旧ソ連) の規模や健康影響など情報の根拠が明確でない事柄の記述も一部

見受けられました｡福島第一原子力発電所事故については, 国会の事故調査委

員会( 国会事故調) や, 政府の事故調査委員会( 政府事故調) をはじめ学術団体

や民間, さらには国際機関による多くの調査により, 事故原因やその経緯, お

よび教訓などを記載した報告書が公表され, 事故の原因, 事故現場の状況, 環

境影響などが次第に明らかになり, また, 廃炉に向けた作業も進められていま

す。今回調査した同事故に対する教科書の記述が事故や関連事項についての

解説が中心となっていましたので, 現在の動向を踏まえ, さらなる充実を図っ

ていただきたいという要望事項を, 6 項目の提言の最初に述べています。 

次に,事故後のわが国のエネルギー基本計画および世界の原子力エネルギー

利用の状況に関する記述への提言を述べています｡また,放射線および放射線

利用に関する教科書の記述が飛躍的に充実していることは確認しましたが,環

境中の放射能,発ガンリスクなどへのさらなる丁寧な説明と,広範囲の放射線

利用の紹介への提言を 3 番目に述べました。4 番目に放射性廃棄物処理処分全

般と高レベル放射性廃棄物の処分などについての記述への提言, 5 番目に地球

環境問題に関連した記述への提言を述べています｡最後に 6 番目として,生徒

たちが原子力エネルギーを学習するに際して,教科書ごとに工夫した編集が見

られますが,さらなる進展を望み,総合しての要望を述べています。 

 

 第 3 章の第 1 節では,社会,理科,保健体育および技術･家庭の新学習指導要領

の条項にあるエネルギー･環境･原子力･放射線に関連しているキーワードを

整理してその一覧を示しています。 

第 2 節では,このキーワードのある各教科書の本文とコラム,脚注( 側注) , 図

表の個別の記述内容とともに,これらについて調査担当者が協議して作成した

コメント･修正文の案や例を示しています。 

第 3 節は,教科書のエネルギー･環境･原子力･放射線に関連した記述を総合

的に評価したものです。 

第 4 節の補遺では,すべての理科教科書に取りあげられている簡易放射線測

定器による放射線測定のうち,特に注目された例について,本調査担当の一人

が検証を兼ねて行った測定結果を参考のために紹介しました。 
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 第 4 章は本調査の記録として,会議等開催記録,教科書調査担当者名および

教育委員会委員名,ならびにこれまでに公表した教科書調査報告書のリストを

示しました。 

 

３． 調査した教科書 

今回は,2016(平成 28)年度から使用されている社会( 地理的分野, 歴史的分野,

公民的分野) , 理科, 保健体育, 技術･家庭( 技術的分野, 家庭的分野) のすべての

検定済み教科書の合計 33 点について調査しました｡その内訳を次の表に示し

ます。 

調査した教科書の教科･分野の点数 

教 科･分 野 点 数 

社 会 ( 地理的分野)  4 

社 会 ( 歴史的分野)  8 

社 会 ( 公民的分野)  6 

理   科 5 

保健体育 4 

技術･家庭 ( 技術分野)  3 

技術･家庭 ( 家庭分野)  3 

合   計 33 

 

教科･分野ごとの発行者,使用する学年,書名と,調査した個所(頁)  

教科 

( 分野)  

発行者 学年 書      名 教科書頁 

 

社 会 

 

( 地理的

分野)  

東京書籍 1･2 新編 新しい社会 地理 160～163,170,171 

教育出版 1･2 中学社会 地理 地域にまなぶ 155 

帝国書院 1･2 社会科 中学生の地理 

世界の姿と日本の国土 

156,157,250,251 

日本文教出版 1･2 中学社会 地理的分野 146,147,154～157, 
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232,233,240 

 

 

社 会 

 

( 歴史的

分野)  

東京書籍 1－3 新編 新しい社会 歴史 262,273 

教育出版 1－3 中学社会 歴史 未来をひらく 259 

清水書院 1－3 中学 歴史 日本の歴史と社会 270,272,273 

帝国書院 1－3 社会科 中学生の歴史 

日本の歩みと世界の動き 

260 

日本文教 

出版 

1－3 中学社会 歴史的分野 269 

自由社 1－3 新版 新しい歴史教科書 273 

育鵬社 1－3 ［新編］新しい日本の歴史 272 

学び舎 1－3 ともに学ぶ人間の歴史 286,287 

 

 

社 会 

 

( 公民的

分野)  

東京書籍 3 新編 新しい社会 公民 14,15,180～182 

教育出版 3 中学社会 公民 ともに生きる 12,13,202 

清水書院 3 中学公民 日本の社会と世界 22,23,175 

帝国書院 3 社会科 中学生の公民 

より良い社会をめざして 

190～193 

日本文教出版 3 中学社会 公民的分野 11,194,195 

育鵬社 3 ［新編］新しいみんなの公民 194～197,201 

 

 

理 科 

東京書籍 3 新編 新しい科学 ３ 275～283 

大日本図書 3 新版 理科の世界３ 278～280,286～

290,297 

学校図書 3 中学校科学３ 259～267,275 

教育出版 3 自然の探究 中学校理科 ３ 108～118,260 

啓林館 3 未来へひろがるサイエンス３ 183,191～195,200 

保 健 

体 育 

東京書籍 1－3 新編 新しい保健体育 なし 

大日本図書 1－3 新版 中学校保健体育 なし 

大修館書店 1－3 保健体育 83 

学研教育 1－3 新･中学保健体育 51,53 



7 

 

 

技 術･

家 庭 

( 技術 

分 野)   

東京書籍 1－3 新編 新しい技術･家庭 技術分

野 未来を創る Technology 

96,142,143 

教育図書 1－3 新技術･家庭 技術分野 94～99,140,143 

開隆堂出版 1－3 技術･家庭(技術分野)  94～97, 

100,101,132,133 

技 術･ 

家  庭 

( 家庭 

分野)   

東京書籍 1－3 新編 新しい技術･家庭 家庭分

野 自立と共生を目指して 

なし 

教育図書 1－3 新技術･家庭 家庭分野 なし 

開隆堂出版 1－3 技術･家庭(家庭分野)  92,93 

 

今回の調査で, 2016( 平成 28) 年度から使用されている社会( 地理的分野, 歴

史的分野, 公民的分野) , 理科のすべての教科書( 以下, 新版) において福島第一

原子力発電所事故が取りあげられていることを確認しました。 

前回の教科書から最も大きく変わったのは, 理科の記述です｡前節でも述べ

たように, 新学習指導要領に従った 2011～2015年度の理科教科書( 以下, 旧版)

にも放射線についての記述がされてはいますが, 福島第一原子力発電所事故

と関連づけての記述はありませんでした。 

理科教科書の原子力発電および放射線に関する記述の量を頁数として集計

した表を下に示します。 

 

理科教科書の原子力発電および放射線に関する記述の頁数 

発 行 年  事  項  
東 京

書 籍  

大 日 本

図 書  

学 校

図 書  

教 育

出 版  

啓 林

館  

合 計  

頁 数  

2 0 1 1-

2 0 1 5 

( 旧 版 )  

原 子 力 発 電 *  1  2  1  2  1  7  

放 射 線 *  1  3  2  1  1  8  

合 計 頁 数  2  5  3  3  2  1 5 

2 0 1 6～  

( 新 版 )  

原 子 力 発 電 * *  1  3  1  1  2  8  

放 射 線 * *  4  4  4  2  2  1 6 

 合 計 頁 数  5  7  5  3  4  2 4 
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*    福島第一原子力発電所事故の記述はない 

**   福島第一原子力発電所事故の記述を含む 

参考資料：【研究報告】中学校教科書に見る放射線教育の歴史 

        林壮一,川村康文 「放射線教育」 Vol.19,No.1,3- 12( 2015)  

 

旧版では福島第一原子力発電所事故と関連した記述はありませんでしたが,

新版では 5 者すべてが原子力発電および放射線について福島第一原子力発電

所事故に関連した説明を入れています｡特に, 放射線の記述は, 旧版では合計 8

頁であったものが, 新版では合計 16 頁と倍増されています。 

教科書本文において重要な用語は太字で示され, 教師もこれに留意して授

業を行うと思いますが, たとえば東京書籍の教科書の場合, 放射線, 放射性物

質, 放射能, X線, α線, β線, γ線, 中性子線, ベクレル( Bq) , シーベルト( Sv)  を

太字としており, 放射線に関する理解を深めるための工夫がなされています。

学校図書では放射線, 放射能, 放射性物質, シーベルト( Sv) , 啓林館では放射

線, X線, α線, β線, 中性子線を太字にしています。 

今回の調査ではこれらのことにも留意して, 第 1 節で述べた調査の方針を立

てました。 
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第２章 教科書記述への提言 

１． 教科書記述への６項目の提言 

 調 査 結 果 を 踏 ま え て 教 科 書 記 述 に つ い て 以 下 の 6 項 目 を

提 言 し ま す ｡次 節 に そ れ ぞ れ の 項 目 に つ い て の 詳 し い 解 説

と そ の 背 景 を 述 べ ま す 。  

 

提 言 １ ： 福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 事 故 の 説 明 と 現 在 の 状 況 お

よ び 今 後 の 対 応 に 関 す る 記 述 に つ い て  

 社 会 , 理 科 以 外 の , 保 健 体 育 , 技 術 ･家 庭 な ど 他 の 教 科 の

教 科 書 で も 福 島 第 一 原 子 力 発 電 事 故 に 関 連 し た 事 項 が 記 載

さ れ て い ま す ｡内 容 は 国 , 諸 機 関 の 報 告 書 ( 刊 行 物 ) , あ る い

は メ デ ィ ア 情 報 な ど に 基 づ い て 記 述 さ れ て い ま す が , 引 用 ･

裏 付 資 料 の 選 択 に 当 た っ て は 極 力 正 確 で 公 正 な 取 り 扱 い を

し た 資 料 を 参 照 さ れ る こ と を 要 望 し ま す 。  

 

提 言 ２ ： わ が 国 お よ び 世 界 各 国 の 原 子 力 エ ネ ル ギ ー 利 用 の

状 況 に 関 す る 記 述 に つ い て  

 わ が 国 の 原 子 力 エ ネ ル ギ ー 利 用 に つ い て は ,「 長 期 エ ネ ル

ギ ー 需 給 見 通 し 」な ど 公 的 機 関 の 情 報 も 参 考 に し て , 利 点 と

負 の 側 面 の 両 面 に つ い て 学 ぶ こ と の で き る よ う 正 確 な 記 述

と す る こ と を 要 望 し ま す ｡ま た , 世 界 に お け る 原 子 力 エ ネ ル

ギ ー 利 用 に つ い て も , 世 界 全 体 の 動 向 に ひ ろ く 目 を 向 け た

記 述 を 要 望 し ま す 。  

 

提 言 ３ ： 放 射 線 お よ び 放 射 線 利 用 に 関 す る 記 述 に つ い て  

 今 回 調 査 し た 理 科 の 5 者 の 教 科 書 は , そ の す べ て で 放 射

線 ･放 射 性 物 質 の 基 礎 事 項 と こ れ ら に 関 係 す る 単 位 , 低 線 量

放 射 線 被 ば く を 含 む 健 康 影 響 な ど に つ い て の 記 述 が あ り ま

し た ｡こ れ は 2011～2015年度に 使 わ れ て い た 同 じ 5 者 の 教 科 書
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か ら 大 き く 改 め ら れ た 内 容 で あ り , 頁 数 も ほ ぼ 倍 増 し て 当

て ら れ て い る こ と を 高 く 評 価 し ま す ｡基 礎 事 項 に 加 え , 福 島

第 一 原 子 力 発 電 所 事 故 に 伴 う 環 境 中 の 放 射 能 ･放 射 線 の 変

化 , 発 ガ ン リ ス ク な ど に つ い て 最 新 の 科 学 的 知 見 を 含 む 丁

寧 な 説 明 を 要 望 し ま す 。  

 ま た , 現 代 社 会 に お い て 放 射 線 の 利 用 ･応 用 は 医 療 , 工 業 ,

農 業 , 理 化 学 分 野 な ど 広 く 行 わ れ て お り ま す ｡医 療 分 野 で は

診 断 ･治 療 に つ い て の 研 究 ･応 用 は ま す ま す 広 が っ て お り ,

こ れ ら の 紹 介 も 生 徒 た ち の 関 心 を 引 く こ と と 思 い ま す 。  

 

提 言 ４ ： 放 射 性 廃 棄 物 に 関 す る 記 述 に つ い て  

 放 射 性 廃 棄 物 に は , 原 子 力 発 電 所 の 運 転 に よ り 発 生 す る

低 レ ベ ル 放 射 性 廃 棄 物 お よ び  高 レ ベ ル 放 射 性 廃 棄 物 に 加

え て , 福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 の 事 故 に よ っ て 新 た に 指 定 廃

棄 物 が 発 生 し ま し た ｡特 に , 後 の 2 種 の 放 射 性 廃 棄 物 の 処 分

は 国 民 的 な 関 心 を 持 た れ て い る と こ ろ で も あ り , こ れ ら の

放 射 性 廃 棄 物 に つ い て 教 科 書 で 正 確 に 記 述 さ れ る こ と を 要

望 し ま す 。  

 

提 言 ５ ： 地 球 環 境 問 題 に 関 連 し た 記 述 に つ い て  

 地 球 温 暖 化 抑 制 へ の 取 り 組 み に つ い て は , 「 パ リ 協 定 」

( 2 0 1 5 年 1 2 月 C O P 2 1に お い て 成 立 ) な ど の 最 新 の 情 報 が 提

供 さ れ る こ と を 望 み ま す ｡ま た , 持 続 可 能 な 社 会 の 実 現 に 必

要 な 技 術 に つ い て は , 各 発 電 方 式 に お け る 二 酸 化 炭 素 発 生

量 の 比 較 と い っ た 定 量 的 な デ ー タ が 示 さ れ る こ と を 望 み ま

す 。  

 

提 言 ６ ： 原 子 力 エ ネ ル ギ ー 利 用 に つ い て の 多 様 な 学 習 方 法

の 拡 充 に つ い て  
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 原 子 力 の 利 用 に つ い て は , わ が 国 は も ち ろ ん 世 界 各 国 で

見 方 ･考 え 方 で 賛 否 両 論 が あ り , 今 後 も 続 き ま す ｡東 日 本 大

震 災 に 起 因 し た 福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 事 故 を 経 験 し , 原 子

力 利 用 の 安 全 ･安 心 が 一 層 重 要 視 さ れ る よ う に な り ま し た 。

新 学 習 指 導 要 領 に も エ ネ ル ギ ー の 有 効 な 利 用 が 大 切 と 示 さ

れ て い ま す ｡原 子 力 エ ネ ル ギ ー の 利 用 に つ い て , 長 所 と 短 所

を 平 等 に 扱 い , 文 字 媒 体 に と ど ま ら ず , 映 像 , 調 べ 学 習 , 討 論

な ど さ ま ざ ま な ス タ イ ル の 学 習 が 進 め る ら れ る よ う な 教 科

書 の 編 集 を 望 み ま す 。  

 

２ ． 提 言 内 容 の 解 説  

  

提 言 １ ： 福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 事 故 の 対 応 と 今 後 に 関 す る

記 述 に つ い て  

今 般 の 教 科 書 の 改 訂 で は , 福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 の 事 故

に 関 し , 公 平 な 記 述 に な っ て い る こ と を 確 認 し ま し た が , 次

の 教 科 書 編 集 の 際 に 参 考 に し て い た だ き た い 現 在 の 状 況 ,

資 料 な ど を 説 明 し ま す ｡ 

福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 事 故 の 原 因 や 背 景 は ,「 東 京 電 力 福

島 原 子 力 発 電 所 に お け る  事 故 調 査 ･検 証 委 員 会 ( 政 府 事 故

調 ) 報 告 書 」 ( 平 成 2 4 年 7 月 ) を は じ め , 国 会 , 民 間 , お よ び

原 子 力 学 会 な ど の 調 査 に よ っ て 明 ら か に さ れ , 国 際 機 関 の

I A E A か ら も「 福 島 第 一 発 電 所 事 故 事 務 局 長 報 告 ( 邦 訳 ) 」( 平

成 2 7 年 8 月 ) が 公 表 さ れ て い ま す 。  

調 査 の 結 果 , 地 震 と , そ れ に よ っ て 引 き 起 こ さ れ た 津 波 の

想 定 が 大 幅 に 甘 か っ た こ と が 原 因 で , す べ て の 電 源 が 長 時

間 供 給 さ れ な く な る こ と へ の 多 重 の 備 え , 炉 心 が 損 傷 す る

よ う な 重 大 事 故 へ の 対 策 , 訓 練 が 不 十 分 で あ っ た こ と , こ れ

ら に 対 す る 国 の 規 制 に よ る 管 理 が 適 切 で な か っ た こ と な ど

の , 安 全 対 策 が 不 十 分 で あ っ た こ と が 明 ら か に さ れ ま し た ｡
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こ れ ら の 報 告 で は , 事 故 原 因 に か か わ る 技 術 的 要 因 , 組 織 ･

人 的 要 因 , 規 制 要 因 な ど の 背 景 や 今 後 の 改 善 点 な ど も 数 多

く 指 摘 さ れ て い ま す 。  

こ の 指 摘 に つ い て の 国 や 事 業 者 , 原 子 力 関 係 者 の 具 体 的

な 対 応 は , 以 下 の 4 点 に 集 約 さ れ ま す ｡こ れ ら の 事 項 の 詳 細

は 中 学 教 科 書 の 記 述 と し て そ の ま ま 引 用 し て い た だ く に は

詳 し 過 ぎ る も の で す が , 社 会 的 な 関 心 を 持 た れ て い る こ と

で も あ り ま す か ら , 事 故 が 引 き 起 こ し た 問 題 点 と 対 応 と を

記 述 さ れ る 参 考 に し て い た だ け れ ば と 願 う も の で す 。  

 

①  「 東 京 電 力 福 島 第 一 発 電 所 の 4 基 の 原 子 力 発 電 所 の 廃 止

措 置 」 は 3 0 4 0 年 を か け た 廃 止 作 業 の 計 画 , 停 止 中 の 原

子 炉 の 安 定 化 , 汚 染 水 対 策 , 溶 融 し た 燃 料 の 取 出 し な ど を

確 実 に 進 め る こ と を 目 的 に し て お り ま す ｡こ の た め の 廃

止 措 置 の 推 進 組 織 の 設 立 , 資 金 調 達 , 研 究 開 発 な ど に 取 り

組 ん で い ま す 。  

②  「 原 子 力 損 害 賠 償 」と し て , 被 災 し た 方 々 の 救 済 を 迅 速 に

行 う 損 害 の 範 囲 の 決 定 , 電 気 事 業 者 の 賠 償 活 動 へ の 政 府

の 支 援 , 賠 償 の た め の 資 金 の 調 達 の 枠 組 み な ど に つ い て

検 討 し , 賠 償 活 動 を 開 始 し て い ま す 。  

③  2 0 1 4 1 2 の 避 難 さ れ た 方 々 に 対 す る 「 原 子

力 被 害 者 支 援 」と し て ,「 早 期 帰 還 支 援 」と「 新 生 活 支 援 」

を 中 心 に , 除 染 作 業 の 迅 速 化 や 避 難 指 示 区 域 の 見 直 し や

解 除 な ど の 「 帰 還 促 進 」 , 生 活 基 盤 の 構 築 の た め の 「 産 業

都 市 構 想 の 検 討 」 な ど が 始 ま っ て い ま す 。  

④  重 大 事 故 の 教 訓 を 踏 ま え 「 原 子 力 規 制 の 新 た な 枠 組 み 」

と し て , 従 来 の 行 政 機 関 が 担 っ て き た 原 子 力 の 規 制 や 関

係 行 政 を 高 度 化 し て 担 う 組 織 と し て 「 原 子 力 規 制 委 員 会 」

が 発 足 し ま し た ｡ま た , 世 界 各 国 の 規 制 基 準 を 参 考 に し て

世 界 で も 最 も 厳 し い と さ れ る 「 規 制 基 準 の 見 直 し 」 が 行
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わ れ ま し た ｡そ の 結 果 , 原 子 炉 の 運 転 期 間 を 原 4 0 と

す る こ と や 地 震 ･津 波 対 策 の 強 化 , 過 酷 事 故 対 策 や テ ロ 対

策 を 厳 格 化 す る な ど の 改 革 が 行 わ れ ま し た 。  

( 参 考 資 料 ： 「 エ ネ ル ギ ー 白 書 2 0 1 6」 第 一 部 2 章 , 経 済 産

業 省  平 成 2 8 年 )  

 

 提 言 ２ ： わ が 国 お よ び 世 界 各 国 の 原 子 力 エ ネ ル ギ ー 利 用

の 状 況 に 関 す る 記 述 に つ い て  

福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 の 事 故 を 契 機 に , 以 前 に も ま し て

社 会 的 問 題 と し て の 原 子 力 エ ネ ル ギ ー 利 用 に 関 す る 議 論 が

高 ま り , 放 射 線 被 ば く 事 故 の 発 生 や , 放 射 性 廃 棄 物 の 管 理 な

ど へ の 危 惧 が 取 り あ げ ら れ て い ま す ｡し か し , 原 子 力 に は エ

ネ ル ギ ー 資 源 の 持 続 性 や 低 い 発 電 コ ス ト , 運 転 時 に 二 酸 化

炭 素 を 排 出 せ ず 地 球 温 暖 化 防 止 な ど の 優 位 性 も あ る こ と か

ら , 利 点 と 負 の 側 面 の 両 面 に つ い て 学 ぶ こ と の で き る よ う

極 力 正 確 な 記 述 と す る こ と を 望 み ま す 。  

そ の 意 味 で , 原 子 力 エ ネ ル ギ ー 利 用 に 関 す る 記 述 に あ た

っ て は , 平 成 2 6 年 4 月 に 政 府 か ら 公 表 さ れ た 「 エ ネ ル ギ ー

基 本 計 画 」 や 平 成 2 7 年 6 月 に 経 済 産 業 省 か ら 公 表 さ れ た

「 長 期 エ ネ ル ギ ー 需 給 見 通 し 」, 毎 年 発 行 さ れ る 原 子 力 や エ

ネ ル ギ ー に 関 す る 白 書 な ど の 公 的 機 関 の 情 報 を 参 照 し て い

た だ く こ と を 要 望 し ま す 。  

ま た , 原 子 力 エ ネ ル ギ ー 利 用 に つ い て , 脱 原 子 力 の 政 策 を

選 択 す る い く つ か の 国 が 出 て き て い る 一 方 , 原 子 力 発 電 の

継 続 や 拡 大 , 建 て 替 え 計 画 , さ ら に ア ジ ア や 中 近 東 な ど で 新

規 導 入 を 進 め て い る 国 々 も 数 多 く あ る こ と か ら , 世 界 全 体

の 動 向 に も 目 を 向 け た 記 述 を 望 み ま す 。  

事 故 や 寿 命 を 迎 え る な ど で 原 子 炉 の 廃 止 措 置 ( 廃 炉 ) の 検

討 が な さ れ て い る こ と に つ い て 補 記 し ま す ｡福 島 第 一 発 電

所 事 故 以 降 , 廃 炉 の 話 題 が 多 く 取 り あ げ ら れ て い ま す
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が , 2 0 1 6 1 1 0 ,

廃 止 措 置 の 段 階 に 入 っ て い ま す ｡そ の 概 要 は 以 下 の よ う に

な っ て い ま す  

」 ( 1 1 基 )  

( 4 , 2 , 1 4

, 5 )  

( 2 7 基 ) ( 福 島 第 一 5, 6 号 機 , チ ェ ル ノ ブ イ リ 1～ 3 号 機 ,

ヨ ー ロ ッ パ 6 基 , 米 国 1 基 , 旧 ソ 連 製 1 0 基 )  

,

( 7 0 ) , ( 8 (

) , 1 9 , 1 1 , 1 4 , 5 ,

)  

 な お , 世 界 全 体 を 対 象 と し て 原 子 力 発 電 の 技 術 の 現 状 , 原

子 力 発 電 の 導 入 計 画 , 廃 棄 物 管 理 問 題 , 社 会 経 済 的 な 課 題 ,

安 全 規 制 , 核 不 拡 散 な ど を 幅 広 く 扱 っ て い る 資 料 に

 E n e r g y ( 2 0 1 2 O E C D/ 原 子 力 機 関 発 行  全

1 1 8 ペ ー ジ ) が あ り , 原 子 力 の 世 界 動 向 理 解 の 参 考 に な る と

思 い ま す 。  

h t t p : / / w o r l d - n u c l e a r . o r g / i n f o r m a t i o n- l i b r a r y / n u c l e a r-

f u e l- c y c l e / n u c l e a r- w a s t e s / d e c o m m i s s i o n i n g- n u c l e a r-

f a c i l i t i e s . a s p x 

 

提 言 ３ ： 放 射 線 お よ び 放 射 線 利 用 に 関 す る 記 述 に つ い て  

 今 回 調 査 し た 5 の 教 科 書 は , そ の す べ て で 放 射 線 ･放 射

性 物 質 の 基 礎 事 項 と こ れ ら に 関 係 す る 単 位 , 低 線 量 放 射 線

被 ば く を 含 む 健 康 影 響 な ど つ い て の て い ね い な 記 述 が あ り

ま し た ｡こ れ ら の 記 述 に は , 編 集 に 当 た っ て 本 文 は も と よ り ,

引 用 図 表 , コ ラ ム 欄 , 脚 側 注 な ど に も 多 く の 努 力 が 払 わ れ た

こ と が 覗 わ れ ま す 。  

http://world-nuclear.org/information-library/nuclear-fuel-cycle/nuclear-wastes/decommissioning-nuclear-facilities.aspx
http://world-nuclear.org/information-library/nuclear-fuel-cycle/nuclear-wastes/decommissioning-nuclear-facilities.aspx
http://world-nuclear.org/information-library/nuclear-fuel-cycle/nuclear-wastes/decommissioning-nuclear-facilities.aspx
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 放 射 線 , 放 射 能 に つ い て の 正 し い 知 識 は 国 民 の 重 要 な 素

養 に な り つ つ あ り , 中 学 教 科 書 の 役 割 は 大 き い も の と な っ

て い ま す ｡こ の た め , 放 射 線 の 種 類 や 性 質 な ど の 基 本 的 な 事

項 に 「 放 射 性 同 位 体 」 を 加 え る こ と が 望 ま し い と 思 わ れ ま

す 。原 子 力 発 電 の 燃 料 と し て 使 わ れ る の は , 天 然 ウ ラ ン に わ

ず か 0 . 7 ％ 含 ま れ る ウ ラ ン 2 3 5( 9 9 . 3 ％ の ウ ラ ン 2 3 8 は 通 常

燃 料 と な ら な い ) で あ り , 大 地 や 食 物 な ど 身 の 周 り の 代 表 的

な 放 射 性 物 質 は カ リ ウ ム 4 0 で あ り , ま た テ レ ビ や 新 聞 等 報

道 で よ く 耳 に す る も の に ス ト ロ ン チ ウ ム 9 0, セ シ ウ ム 1 3 7

な ど が あ り , こ れ ら の 数 値 は 同 位 体 を 表 す も の で す ｡報 道 の

内 容 を 理 解 す る 上 で も 同 位 体 の 基 礎 知 識 は 必 要 で す 。  

放 射 線 の 健 康 へ の 影 響 ( 自 然 放 射 線 ･低 線 量 被 ば く レ ベ ル

か ら 高 線 量 被 ば く の レ ベ ル ま で ｡遺 伝 的 影 響 な ど ) に つ い て

の 基 礎 知 識 は さ ら に 重 要 で す ｡特 に 関 心 を 持 た れ る の は , 低

線 量 の 被 ば く に よ る 影 響 で す が , 今 の と こ ろ 完 全 に は 解 明

さ れ て い ま せ ん ｡国 際 放 射 線 防 護 委 員 会 ( I C R P) は「 線 量 限 度

以 下 で あ っ て も 不 必 要 な 被 ば く を 避 け , 線 量 を 合 理 的 に 達

成 で き る 限 り 低 く 保 つ , い わ ゆ る A L A R A( A s  L o w  A s  

R e a s o n a b l y  A c h i e v a b l e) の 精 神 」 を 放 射 線 防 護 の 基 本 的 考 え

方 と し て 勧 告 し て い ま す ｡こ の こ と か ら , 放 射 線 の 健 康 影 響

に つ い て は 出 所 不 明 の 情 報 に よ る も の で は な く , 公 的 機 関

の 最 新 の 知 見 ･研 究 に 基 づ い た 記 述 と さ れ る こ と を 特 に 要

望 し ま す 。  

福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 事 故 と チ ェ ル ノ ブ イ リ 原 子 力 発 電

所 事 故 を 放 射 線 被 ば く の 面 か ら 見 る と , 福 島 第 一 原 子 力 発

電 所 事 故 は , 国 際 原 子 力 事 象 評 価 尺 度 ( I N E S) で は チ ェ ル ノ

ブ イ リ 事 故 と 同 じ 7 に 評 価 さ れ て い ま す が , 環 境 に 放 出 さ

れ た 放 射 能 量 は , チ ェ ル ノ ブ イ リ 事 故 に 比 べ て ヨ ウ 素 1 3 1

が 約 1 0 分 の 1 , セ シ ウ ム 1 3 7 が 約 5 分 の 1 と 評 価 さ れ て い

ま す 。 福 島 で は 放 出 放 射 能 の 約 7 割 が 海 域 に 落 下 し た こ と
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や , 作 業 者 の 放 射 線 管 理 , 公 衆 の 避 難 と 飲 食 物 制 限 が 比 較 的

適 切 に 行 わ れ た こ と か ら , 作 業 者 の 急 性 放 射 線 障 害 は チ ェ

ル ノ ブ イ リ で は 1 3 4 人 ( う ち , 3 ヶ 月 以 内 に 2 8 人 死 亡 ) に 対

し , 福 島 で は 0 人 で し た 。  

公 衆 の 中 長 期 的 放 射 線 影 響 に つ い て は , チ ェ ル ノ ブ イ リ

で は 当 時 1 8 才 以 下 の 少 年 ･少 女 の う ち 6 , 0 0 0 人 を 超 え る 有

意 な 甲 状 腺 ガ ン ( う ち 1 5 人 が 死 亡 ) が 見 つ か っ て い ま す が ,

原 子 放 射 線 の 影 響 に 関 す る 国 連 科 学 委 員 会 ( U N S C E A R) 報 告

書 に よ れ ば , 福 島 で は 今 後 も 中 長 期 的 な 健 康 へ の 影 響 は な

い と 予 想 さ れ て い ま す ｡し か し , 被 害 を 受 け ら れ た 方 々 の 今

後 の 健 康 の た め に 注 意 深 く 推 移 を 見 守 る こ と が 非 常 に 大 事

で す ｡両 事 故 を 取 り あ げ る と き , 低 線 量 放 射 線 の 健 康 影 響 は

完 全 に 解 明 さ れ て い な い こ と を 念 頭 に , こ の よ う な 公 式 の

諸 機 関 か ら の デ ー タ を 参 照 し て い た だ き た い と 願 い ま す 。  

 現 代 社 会 に お い て , 放 射 線 の 利 用 ･応 用 は 医 療 , 工 業 , 農 業 ,

理 化 学 分 野 な ど で 広 く 行 わ れ 定 着 し , こ れ ら の 産 業 の 規 模

の 総 計 は , 放 射 性 同 位 元 素 等 取 扱 い 事 業 所 総 数 7 9 8 5( 平 成

2 7 年 3 月 現 在 ： 原 子 力 規 制 委 員 会 ) , 放 射 線 利 用 の 経 済 的 規

模 4 兆 1 1 0 0 億 円 ( 平 成 1 7 年 度 統 計 ： 経 済 産 業 省 ･資 源 エ ネ

ル ギ ー 庁 , A T O M I C A ) と な り , 原 子 力 発 電 産 業 4 兆 7 0 0 0 億

円 ) に 迫 る 規 模 に 成 長 し て い ま す ｡医 療 の 診 断 の 分 野 で は Ｘ

線 診 断 , ラ ジ オ ア イ ソ ト ー プ 診 断 , コ ン ピ ュ ー タ 断 層 撮 影 診

断 , ポ ジ ト ロ ン 断 層 撮 影 診 断 , Ｘ 線 を 使 う 診 断 方 法 で は あ り

ま せ ん が 原 子 核 固 有 の 磁 気 的 な 性 質 を 利 用 し た 核 磁 気 共 鳴

画 像 に よ る 診 断 な ど 核 医 学 検 査 と 総 称 さ れ る 診 断 が 普 及 し

て い ま す ｡治 療 の 分 野 で は ガ ン マ ナ イ フ 治 療 , 重 粒 子 線 治 療 ,

ホ ウ 素 中 性 子 捕 獲 療 法 な ど が 利 用 さ れ る と と も に 研 究 ･応

用 も ま す ま す 広 が っ て い ま す 。 理 化 学 分 野 で は ミ ュ ー オ ン

を 解 明 し , こ れ を 用 い て ミ ュ ー オ ン 触 媒 核 融 合 や ミ ュ ー オ

ン 放 射 線 治 療 へ の 応 用 , さ ら に は 巨 大 加 速 器 を 使 っ て 宇 宙
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誕 生 の 謎 に 迫 る 研 究 成 果 な ど の 紹 介 も 生 徒 た ち の 関 心 を 引

く こ と と 思 い ま す ｡教 科 書 で は 写 真 を 使 っ て そ れ ら の 一 端

が 紹 介 さ れ て い ま す が , 一 例 で も 多 く の 紹 介 が 望 ま れ ま す 。 

 

提 言 ４ ： 放 射 性 廃 棄 物 に 関 す る 記 述 に つ い て  

原 子 力 の 平 和 利 用 で 発 生 す る 放 射 性 廃 棄 物 の 処 理 処 分 は ,

こ れ を 利 用 す る 世 界 各 国 を 含 め た , 人 類 が 直 面 し て い る 大

き な 課 題 の 一 つ で す ｡日 本 に お け る 放 射 性 廃 棄 物 の 発 生 は

福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 の 事 故 が 起 き る 前 ま で は 大 略 次 の よ

う に な っ て い ま し た 。  

①  原 子 力 発 電 所 の 運 転 , 点 検 に 伴 い 発 生 す る 廃 棄 物 ( 清 掃

等 の 廃 液 , フ ィ ル タ や 布 ･紙 な ど の 雑 固 体 )  

②  原 子 力 発 電 所 の 解 体 に 伴 い 発 生 す る 廃 棄 物  

③  ウ ラ ン 廃 棄 物 ( ウ ラ ン 鉱 山 , 精 錬 工 場 な ど )  

④  マ イ ナ ー ア ク チ ノ イ ド ( 再 処 理 の 過 程 で 分 離 さ れ る 超 ウ

ラ ン 元 素 の う ち プ ル ト ニ ウ ム を 除 い た も の で , 半 減 期 が

長 い )  

⑤  研 究 所 な ど か ら の 放 射 性 廃 棄 物 ( 医 療 機 関 , 研 究 所 , 大 学

な ど )  

⑥  再 処 理 工 場 で 再 処 理 に よ っ て 発 生 す る 高 レ ベ ル 放 射 性

廃 棄 物 ( 超 ウ ラ ン 元 素 を 含 み 放 射 能 が 大 き く 半 減 期 の 長

い も の )  

し か し , 福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 事 故 で 新 た に  

⑦  事 故 に よ っ て 拡 散 し た 放 射 性 物 質 を 含 む , 発 電 所 外 で の

除 染 に よ る 指 定 廃 棄 物  

が 加 わ り ま し た 。  

世 界 に 目 を 向 け れ ば , 核 兵 器 や 原 子 力 潜 水 艦 の 解 体 か ら

出 る 放 射 性 廃 棄 物 も あ り ま す が , 非 核 兵 器 保 有 国 の わ が 国

で は , こ れ が な い こ と は 幸 い な こ と で す ｡ 

現 在 わ が 国 で は , 発 生 源 , 処 理 の 方 法 等 も 考 慮 し て 上 記 の
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① ～ ⑤ の 廃 棄 物 を 低 レ ベ ル 放 射 性 廃 棄 物 , ⑥ や こ れ を ガ ラ

ス で 固 め た も の を 総 称 し て 高 レ ベ ル 放 射 性 廃 棄 物 と し て い

ま す ｡⑦ に 関 し て は ほ と ん ど が 低 レ ベ ル 放 射 性 廃 棄 物 で あ

る と み な さ れ て い ま す 。  

放 射 性 廃 棄 物 の 処 理 ･処 分 に 関 し て は , 原 子 力 の 利 用 当 初

か ら 研 究 さ れ て い ま す ｡低 レ ベ ル 放 射 性 廃 棄 物 の う ち , 固 体

の も の は , 焼 却 , 圧 縮 な ど に よ り 容 積 を 減 ら し ド ラ ム 缶 に セ

メ ン ト や ア ス フ ァ ル ト で 固 め て 収 納 し ま す ｡液 体 状 の も の

は ろ 過 し 濃 縮 し て 同 じ く ド ラ ム 缶 に セ メ ン ト や ア ス フ ァ ル

ト と 共 に 収 納 し ま す ｡低 レ ベ ル 放 射 性 廃 棄 物 は , 十 分 安 全 な

レ ベ ル で あ る こ と を 確 認 し て か ら 青 森 県 六 ケ 所 村 に あ る 日

本 原 燃 ( 株 ) の 低 レ ベ ル 放 射 性 廃 棄 物 埋 設 セ ン タ ー に 運 ば

れ , コ ン ク リ ー ト ピ ッ ト に 埋 設 処 分 さ れ て い ま す ｡そ の 現 状

は , １ 号 埋 設 施 設 に は ド ラ ム 缶 で 1 4 7, 5 0 7 体 ( 2 0 1 4 年 2 月

実 績 ) , 2 号 埋 設 施 設 に は 1 1 2, 6 7 2 体 ( 2 0 1 4 年 2 月 実 績 ) と な

っ て い ま す 。 ( 日 本 原 燃 ( 株 )  「 低 レ ベ ル 放 射 性 廃 棄 物 の 処

分 事 業 に つ い て 」 2 0 1 4 年 5 月 )  

高 レ ベ ル 放 射 性 廃 棄 物 は , 使 用 済 み 燃 料 の 再 処 理 施 設 で

発 生 し ま す 。 施 設 か ら 出 る 廃 液 を 濃 縮 ･減 容 し て , パ イ レ ッ

ク ス ガ ラ ス に 似 た ホ ウ ケ イ 酸 ガ ラ ス と 混 ぜ ( 万 が 一 地 下 水

に 接 し て も 放 射 性 核 種 の 浸 出 が 起 き 難 く , 放 射 性 崩 壊 に よ

る 損 傷 に も 長 期 間 耐 え る 特 性 を 持 つ ) , 固 化 し た も の を ス テ

ン レ ス 容 器 に 密 封 し ま す ｡こ れ を 専 用 の 貯 蔵 庫 に 3 0～ 5 0 年

間 冷 却 し な が ら 保 管 ･管 理 し , 地 下 3 0 0 メ ー ト ル 以 上 深 い 処

分 場 に 埋 設 し よ う と 計 画 し て い ま す ｡2 0 0 0 年 に 処 分 の 実 施

組 織 , 原 子 力 発 電 環 境 整 備 機 構 ( N U M O) が 設 立 さ れ , 2 0 0 2 年 に

文 献 調 査 を 行 う 候 補 地 の 募 集 を 行 い ま し た が 成 功 し て い ま

せ ん ｡そ の 後 こ の 件 の 先 進 国 で あ る フ ラ ン ス や ス ウ ェ ー デ

ン な ど の 情 報 を 取 り な が ら 研 究 ･調 査 を 行 っ て い ま す ｡フ ィ

ン ラ ン ド で は 世 界 で 最 初 に 放 射 性 廃 棄 物 の 最 終 処 分 場 の 建
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設 が 決 定 し 操 業 を 開 始 し ま し た 。  

⑦ の 指 定 廃 棄 物 に つ い て は , 処 理 ･処 分 に つ い て 環 境 省 を

中 心 に 対 策 が 進 め ら れ て い ま す が , そ の 実 施 に は 自 治 体 の

理 解 ･協 力 が 不 可 欠 で す 。  

放 射 性 廃 棄 物 は , 一 般 生 活 廃 棄 物 ( 1 2 万 4 0 0 0 ト ン / 日 ： 平

成 2 4 年 実 績 ) , 産 業 廃 棄 物 ( 1 0 4 万 4 0 0 0 ト ン / 日 ： 平 成 2 3 年

実 績 ) に 比 べ , 低 レ ベ ル ( 5 0 ト ン / 日：平 成 2 5 年 実 績 ) , 高 レ ベ

ル ( 1 . 4 ト ン / 日：平 成 1 7～ 1 8 年 推 定 , い ず れ も 電 気 事 業 連 合

会 資 料 ) と 圧 倒 的 に 量 が 少 な い の が 救 い で あ り , 科 学 的 知

識 ･技 術 を 駆 使 す れ ば 十 分 解 決 で き る と 考 え ら れ て い ま す 。 

放 射 性 廃 棄 物 に つ い て ,  放 射 線 レ ベ ル を し っ か り 念 頭 に

置 き , 教 科 書 の 限 ら れ た 枠 内 で も な る べ く 正 確 で わ か り や

す い 説 明 が な さ れ る こ と を 望 み ま す ｡ 

 

提 言 ５ ： 地 球 環 境 問 題 に 関 連 し た 記 述 に つ い て  

 地 球 環 境 問 題 に 関 し て は , 公 民 分 野 の 教 科 書 に「 持 続 可 能

( な 社 会 ) 」と い う キ ー ワ ー ド の も と , 比 較 的 詳 細 に 記 述 さ れ

て い る ほ か , 地 理 や 歴 史 分 野 に お い て も い く つ か の 記 載 が

あ り ま す ｡ま た , 資 源 の 有 限 性 や 各 種 の 発 電 方 式 が 環 境 に 与

え る 影 響 が , い く つ か の 科 学 分 野 の 教 科 書 に お い て 取 り あ

げ ら れ て い ま す ｡ 

 公 民 を 含 め た 社 会 の 教 科 書 で は , 温 暖 化 ガ ス の 排 出 抑 制

の 国 際 的 な 取 り 組 み と し て 「 京 都 議 定 書 」 に 基 づ く 内 容 が

記 載 さ れ て い ま す が , 「 京 都 議 定 書 」 は 昨 年 ( 2 0 1 5 年 ) 1 2

に パ リ で 開 催 さ れ た C O P 2 1 に お い て 採 択 さ れ た 「 パ リ 協

定 」に 置 き 換 わ っ て い ま す ｡「 パ リ 協 定 」 で は 参 加 国 が 大 幅

に 増 え て い る ほ か , 内 容 も 大 き く 変 更 と な っ て い ま す 。こ の

た め , 教 科 書 の 記 述 も「 パ リ 協 定 」の 内 容 に 基 づ く 記 載 に 変

更 す る こ と が 望 ま れ ま す が , 教 科 書 の 記 載 を 次 回 の 改 訂 ま

で に 変 更 し , 検 定 を 受 け る こ と は 困 難 と 思 わ れ ま す 。そ こ で ,
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こ の よ う な ダ イ ナ ミ ッ ク に 変 化 す る 事 項 に つ い て は , で き

れ ば 副 教 材 を 用 意 す る な ど に よ り 適 切 に 最 新 の 情 報 が 教 育

現 場 に 反 映 さ れ る よ う に 努 め て い た だ く こ と を 望 み ま す ｡

ま た , 持 続 可 能 な 社 会 を 実 現 す る た め に 必 要 な 技 術 に つ い

て は , 科 学 や 技 術 ･家 庭 の 教 科 書 に お い て 丁 寧 で 客 観 的 な 記

述 が 必 要 と 考 え ま す ｡例 え ば , 一 部 の 教 科 書 に あ る よ う な 各

発 電 方 式 に お け る 二 酸 化 炭 素 発 生 量 の 比 較 と い っ た 定 量 的

な デ ー タ を 示 す こ と を 望 み ま す 。  

 

提 言 ６ ： 原 子 力 エ ネ ル ギ ー 利 用 に つ い て の 多 様 な 学 習 方 法

の 拡 充  

今 般 の 教 科 書 で は , 本 文 に 図 表 を 添 え た だ け で 補 足 す る

従 来 型 の 形 式 か ら 大 幅 に 改 良 さ れ , 他 の 科 目 と の 関 連 事 項

を 列 記 す る , 実 験 す る , 調 べ 学 習 に つ な げ る , 話 し 合 っ て み

る , ロ ー ル プ レ イ す る , デ ィ ベ ー ト す る , 関 連 キ ー ワ ー ド を

蜘 蛛 の 巣 状 に つ な い で ウ ェ ビ ン グ マ ッ プ を つ く り 知 識 に 脈

絡 を も た せ る な ど 様 々 な 学 習 方 法 が 記 述 さ れ , 各 社 と も 教

科 書 の 特 色 を 発 揮 す る よ う 編 集 の 工 夫 が 見 ら れ ま す 。  

近 年 広 く 言 わ れ て き た 地 球 環 境 の 問 題 は , ① 環 境 を 保 全

す る , ② 持 続 可 能 な 社 会 ( 経 済 発 展 ) を 目 指 す , ③ そ の た め の

エ ネ ル ギ ー 利 用 が 環 境 に 負 荷 を 与 え る こ と に あ り , こ れ ら

が 互 い に 影 響 を 与 え る こ と か ら , こ の 3 者 を い か に バ ラ ン

ス さ せ つ つ 問 題 を 考 え 解 決 し て い く か と い う も の で し た 。

教 科 書 の 記 述 を 見 る と , 東 日 本 大 震 災 ( 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地

震 ) を 経 験 し , 自 然 が 起 こ す 未 曽 有 の 災 害 は 不 可 避 で あ る が ,

大 災 害 が あ っ て も こ れ を 乗 り 越 え , 将 来 の 世 代 の 利 益 を 損

な わ な い よ う に 環 境 を 保 全 し 引 き 継 い で 持 続 可 能 な 社 会 を

目 指 す こ と が 重 要 で あ る と と ら え て い ま す ｡ 

エ ネ ル ギ ー 資 源 問 題 は , 近 年 , 米 国 で 積 極 的 に 進 め ら れ た

シ ェ ー ル ガ ス 開 発 が 加 わ り , 中 東 産 油 国 の 原 油 価 格 を 下 げ
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る 要 因 と な る ほ ど の イ ン パ ク ト を も た ら し , 資 源 革 命 と 言

わ れ る ま で に な り ま し た ｡将 来 的 に は メ タ ン ハ イ ド レ ー ト

の 利 用 も 考 え ら れ 一 層 複 雑 化 し て い ま す 。 原 子 力 エ ネ ル ギ

ー の 利 用 は , 先 進 国 だ け で は な く 発 展 途 上 国 の 中 に も 導 入

を 計 画 し て い る 国 々 が あ り , 世 界 規 模 の 利 用 が 現 実 と な っ

て , そ の 動 向 が 年 々 益 々 無 視 で き な い も の と な っ て い ま す 。 

初 等 ･中 等 教 育 の な か で も , 原 子 力 エ ネ ル ギ ー の 利 用 の 在

り か た に つ い て , 次 の 世 代 を 担 う べ く , 多 様 な 見 方 ･考 え 方

を 培 う こ と が 大 切 だ と 思 い ま す ｡そ の 方 法 と し て 長 期 的 な

見 方 , 情 報 の 比 較 , コ ス ト の 側 面 , 市 民 の 感 情 な ど を 念 頭 に

置 い た 様 々 な ス タ イ ル の 学 習 方 法 を さ ら に 継 続 ･発 展 さ せ ,

原 子 力 エ ネ ル ギ ー に つ い て は 平 和 利 用 に 徹 す る こ と を 国 是

と し て い る わ が 国 の 姿 を , 強 調 し た 教 科 書 の 記 述 と な る こ

と を 望 み ま す 。  

 



22 

 

 

 

第 3 章 教科書の記述とコメント･修正文の例 

 

１． 新学習指導要領のエネルギー･環境･原子力･放射線に 

関連したキーワード 

  

 新学習指導要領では,各科目の「目標と内容の記述概要」および「取り扱い

の概要」欄に教科書に取りあげるべき重要な項目が太字で示されており,各教

科書ではこの項目にしたがった記述をしています。 

本節では社会( 地理的分野, 歴史的分野, 公民的分野) , 理科( 第一分野, 第二

分野) , 保健体育( 保健分野) および技術･家庭( 技術分野, 家庭分野) の教科書に

ついて, 新学習指導要領であげられた重要な項目に沿って取りあげられ, 教科

書中に太字で示されているキーワードの一覧を示します。 

 

教科書中に太字で示されているキーワード 

教科名 学習指導要領の内容,内容の取扱い 教科書に表われるエネルギー･原子力･ 

放射線に関係するキーワード 

 

社会 

地理的

分野 

( 1)  世界の様々な地域 

 世界各地の人々の生活と環境：自然 

及び社会的条件, 生活や環境の多様性 

( 2)  日本の様々な地域 

 自然環境：自然災害と防災 

 資源エネルギーと産業：日本のエネ  

ルギーの消費,国内産業動向, 

  環境やエネルギーに関する課題 

  地域間の結びつき,および環境問題 

や環境保全：地域の環境問題や環境保

全,持続可能な社会の構築,環境保全の

取り組み 

生活･文化：自然環境や歴史的背景 

 

資源･エネルギー,エネルギー消費 

地球温暖化 

電力：発電量 ,水力,火力,原子力, 

再生可能エネルギー：太陽光発電, 

風力発電,地熱発電,バイオマス発電 

地震 ：東北地方太平洋沖地震, 

東日本大震災 

福島第一原子力発電所事故： 

放射性廃棄物 
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身近な地域：身近な地域における諸事

象 

 

社会 

歴史的

分野 

( 1)  歴史のとらえ方( 省略)  

( 2)  古代までの日本( 省略)  

( 3)  中世の日本( 省略)  

( 4)  近世の日本( 省略)  

( 5)  近代の日本と世界 

( 6)  現代の日本と世界 

  経済の世界的な混乱と社会問題の 

発生 ：(第 2 次世界)大戦が 

  人類全体に惨禍を及ぼしたこと 

  高度経済成長,国際社会とのかかわ 

り：わが国の経済や科学技術が 

  急速に発展し国民の生活が向上, 

石油危機 

 

産業革命と電気  

環境と資源エネルギー：地球温暖化  

再生可能エネルギー：太陽光,風力 

原子力発電 

東日本大震災 ：福島第一原子力発電所   

事故, 炉心溶融(メルトダウン), 放射性

物質 

被ばく,ガン 

 

社会 

公民的

分野 

( 1)  私たちと現代社会( 省略)  

( 2)  私たちと経済 

  市場の働きと経済：市場経済の基本 

的な考え方,  

  社会における企業の役割と責任 

  市場における価格の決まり方や資 

源の配分 

  国民の生活と政府の役割：公害の防 

止など環境の保全,  

( 3)  私たちと政治 

  国民の生活と政府の役割：公害の防 

止など環境の保全,  

( 4)  私たちと国際社会の諸課題 

  界平和の実現, 核兵器などの脅威,  

 

日本のエネルギー事情：水力発電, 

火力発電,原子力発電 

再生可能エネルギー：太陽光, 風力, 

 地熱, バイオマス, 波力  

地球環境問題 ： 地球温暖化,  

温室効果ガス 

東日本大震災 ： 福島第一原子力発電所  

事故とその影響, 避難,  

放射性物質, 放射性廃棄物 

日本のエネルギー政策 ： 持続可能なエネ

ルギーのあり方, 持続可能な社会 

世界のエネルギー政策 
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  地球環境,資源･エネルギー,貧困 

などの課題,経済的･技術的な協力 

  よりよい社会を目指して：持続可能 

な社会 

 

理科 

[第一 

分野] 

( 1)  身近な物理現象( 省略)  

( 2)  身の回りの物質( 省略)  

( 3)  電流とその利用  

  電気とそのエネルギー：電流によっ 

て熱や光などを発生すること,      

および電力量もあつかうこと 

( 4)  化学変化と原子･分子 

   化学変化は原子や分子のモデルで 

説明, 化学変化によって熱を 

取り出すことの説明 

( 5)  運動とエネルギー 

   物体の運動やエネルギー, エネルギ 

ーの基礎,  

 運動とエネルギーの初歩的な見方や 

考え方を養う 

 力学的エネルギー： 仕事とエネルギ 

ー, エネルギーの量は物体が他の物体

になしうる仕事で測れる,  

運動エネルギーと位置エネルギーが

相互に移り変わる 

( 6)  化学変化とイオン 

  原子の成り立ちとイオン：イオンの 

生成と原子の成り立ち,  

原子の成り立ち：原子が電子と原子

核 か ら で き て い て , 原 子 核 が    

 

エネルギー, エネルギー資源,  

エネルギー自給率, 電気エネルギー,  

核ネルギー 

発電：水力発電, 火力発電, 原子力発電 

再生可能エネルギー：太陽光発電, 

風力発電, 地熱発電,バイオマス発電 

放射線 ： 種類,性質, 被ばく,  

人体への影響, 自然放射線,  

人工放射線, 半減期 

単位, ベクレル, グレイ, シーベルト 

利用,年代測定 

放射能 ： 同位体 

福島第一原子力発電所事故：  

放射性物質,  汚染, 除染,  

放射性ヨウ素,放射性セシウム,  

廃棄物 

チェルノブイリ原子力発電所事故 

持続可能な社会  
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陽子と中性子でできている 

電池：電極で起こる反応で化学エネ

ルギーが電気エネルギーに 

( 7)  科学技術と人間 

エネルギー資源の利用や科学技術

の発展,  

科学技術の利用と環境保全にかか

わる事柄 ： 

 テーマ例 原子力の利用とその課

題   

エネルギー ： エネルギーとその変

換, 様々なエネルギーの変換を利

用,  エネルギー資源 ： 水力, 火力,

原子力, 太陽光などによる発電の仕

組みやそれぞれの特徴について理

解させる。その際, 原子力発電では

ウランなどの核燃料からエネルギ

ーを取り出していること, 核燃料は

放射線を出していることや放射線

は自然界にも存在すること, 放射線

は透過性などをもち, 医療や製造業

などで利用されていることなどに

も触れる。 

エネルギーの変換 ： 総量が保存さ

れ る こ と 及 び エ ネ ル ギ ー を 利 用    

する際の効率も扱う 

    科学技術の発展 : 技術が人間の生

活を豊かで便利にする 

自然環境の保全と科学技術の利用 ：
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自 然 環 境 の 保 全 と 科 学 技 術 の    

利用の在り方について科学的に考

察し, 持続可能な社会をつくる 

 

保健 

体育 

( 1)  心身の機能の発達と心の健康( 省略)  

( 2) 健康と環境についての理解 

  環境の保全, 環境を汚染しない,  

( 3)  障害の防止についての理解( 省略)  

( 4)  健康な生活と疾病の予防( 省略)   

 

放射線と健康, 放射能,  

外部被ばく, 内部被ばく 

環境汚染, 地球温暖化 

 

技術･ 

家庭 

技術 

分野 

A   材料と加工に関する技術   

 技術と社会や環境とのかかわり 技  

術が生活の向上や産業の継承と発展 

に果たしている役割 資源やエネル 

ギーの有効利用 

B   エネルギー変換に関する技術 

 エネルギーの変換機器の仕組み, エネ    

ルギー変換に関する技術の適切な評 

価･活用 

C 生物育成に関する技術( 省略)  

D 情報に関する技術( 省略)  

 

資源, エネルギーの有効利用 

エネルギー変換,エネルギーの変換機器 , 

発電方式 

 

技術･ 

家庭 

家庭 

分野 

A  家族･家庭と子どもの成長( 省略)  

B  食生活と自立 

 生活の自立に必要な基礎的･基本的知 

識 

 日常食の献立と食品の選び方 

 食品の品質を見分け, 用途に応じて選 

択できること。 

 

リスク, リスク管理,  

リスクコミュニケーション 

放射性物質, 基準値 
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２．教科書の記述とコメント･修正文の例 

出版社 

書 名 
エネルギー･原子力･放射線に関連した記述 コメント･修正文の例 

東京書籍 

新編  

新しい社

会 地理 

P.160,161 

第 2 章 世界から見た日本の姿  

3 節 世界から見た日本の資源･エネルギーと産業 

1 世界の資源･エネルギーと産業 

[ 広がる自然エネルギーの活用]  

 これまでエネルギーは,日本やアメリカなどの先進工業国で多く消費され

てきました｡近年では,発展途上国での人口増加や産業の発展,自動車や電化製

品の普及などによって,世界のエネルギー消費は大幅に増えています｡特に,化

石燃料の大量使用によるエネルギー消費の増大で,大気中に放出される二酸化

炭素などの温室効果ガスの量が増えていることが,世界的な問題になっていま

す｡こうした原因で起こっている地球温暖化の対策として,近年では太陽光や

風力などの再生可能エネルギーの利用が広がるなど,二酸化炭素の排出量削減

に向けたさまざまな取り組みがなされています。 

 また,鉱産資源の埋蔵量には限りがあります｡持続可能な社会を実現する

ために,限られた鉱産資源を有効に活用する取り組みが世界各地で盛んになっ

ています。 

 

 図 7 主な国のエネルギー消費量の変化 

 

下線部で「化石燃料の大量使用によるエネルギー消費の

増大で,大気中に放出される二酸化炭素などの温室効果ガ

スの量が増えている」としています｡エネルギー消費の増

大に対応するために,化石燃料の大量使用が行われている

のであり,原因と結果が逆に記述され, 整合性に難があり

ます。 

「エネルギー消費の増大に伴う化石燃料の大量使用に

よって,大気中に放出される温室効果ガスである二酸化炭

素の量が増えている」のほうが論理としてすっきりしま

す。 

 

「二酸化炭素の排出量削減に向けたさまざまな取り組

みがなされています」の下線部の二酸化炭素は温室効果

ガスとして,「温室効果ガスの排出量削減に向けたさまざ

まな取り組みがなされています」とするほうがより適切

です。 

 

〃 

P.162,163 

2  

[ ] 

 

 な し 
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下線部の「電力需要の変動に応じた運転の調節も可能

です」は,負荷追従運転に対応しやすいことをいっていま

すが,他の教科書には見られない一歩進んだ記述であり,

好ましいと思います。 

 

下線部の「効率よく熱を得られるようになっています」

は,漠然としているので,「天然ガスを燃料とする火力発電

所では燃焼ガスでガスタービンを,蒸気で蒸気タービンを

回し 2 段構えで効率よく熱を電力に変換するようになっ

ています」としたほうがわかりやすいと思います。 
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下線部で 

「二酸化炭素を排出しない点」は, 

「運転時に二酸化炭素を排出しない点」とするのがより

適切です。 

 

 

 

 

 

 

 

この課題は,発電所立地の理由を考えさせるよい課題で

すが, 「新しい発電方式を取り入れるとした

ら」と条件を付け,新しい発電方法の特徴として太陽光,風

力,地熱,バイオマスを学んだ後に設定して,これらから選

ぶように誘導設問になっているのが惜しまれます。 
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 7  ( 福井県敦賀市)  
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 下線部で , , , , ,

,

,自然界に存在する熱を利用しているのは地熱,太陽熱

のみで太陽光,風力,波力,水力は熱を利用していないので,

誤解を招く表現になっています。 

「太陽光,風力,波力,水力,地熱,太陽熱などの自然界に存

在するエネルギーや,生物資源に由来する･･･」とするのが

適切です。 

 

 

帝国書院 

社会科 

中学生の

地理 

世界の姿

と日本の

国土 

P.156,157 

3   

2  

[ ] 

 , , ,

,

, ,

,

, ,2011

( ) ,

 

 

 

 

本書は本文中に番号を付されており,それが欄外の図表

やコラムの番号と対応しています。両方を見ることで理

解が深くなるようよく工夫されています。 
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 5 (2014 年)( 平成 26年版 電気事業便覧)  

 6 (2011 ) 
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図 6 おもな国の発電量の内訳(2011 ) 

では日本のデータを 2010 年までと,福島第一原子力発電

所の事故が起こった 2011年を境に 2012年以降のものを

併記しています。事故の影響で発電量が激変したことが

わかるように工夫されています。 

 

 

 

 

〃 

P.250,251 

5 発展する工業と生活の変化 

[ 工業の発展と環境へ配慮したエネルギーの活用]  

 1990 年代になると, 岩手県から宮城県にかけての高速道路沿いに規模の大

きな自動車工場が進出し, それに関連する部品工場も増えていきました。現在,

東北地方はハイブリッドカーをはじめとする自動車生産の一大拠点に成長し

つつあります。また,2011 年の東北地方太平洋沖地震( 東日本大震災) による福

島県の原子力発電所の事故をきっかけに, 東北地方では原子力発電にかわる新

しいエネルギー源として, 風力や地熱, 太陽光, バイオマスなど, 再生可能エネ

ルギーを活用する動きが活発になっています｡福島県の猪苗代湖の南側には,

日本最大級の発電量をもつ風力発電所があり, 広野町や楢葉町などの沖合いで

も風力発電所の建設が進められています。 

 

 

この教科書 P.156,157  [ ] 

2011 (

) ,

 

 

下線部の「東北地方太平洋沖地震( 東日本大震災) によ

る福島県の原子力発電所の事故･･･」も, これにならって

「 ( )

,
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下線部に「 23  

とありますが,23万人の出典を示さないと信憑性に欠けま

す。 
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 【図･写真】 ①～⑦ 東北地方の人口密度, 農業･漁業, 工業の状況, 被災した 

 主な市･町の人口の変化など 

 

 

 

 

 な し 
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 【課題】 学習の確認と活用 

確認 ( 略)  

活用 放射性物質の風評被害に対して, 私たちはどのように対応するべき 

だろうか。 

 

 

 

 

 

〃 

P.240 

第 2 編 第 3 章 日本の諸地域 

【コラム】 [ 被災地からのメッセージ 過去からの伝承に学ぶ]  

 リアス式海岸の続く三陸海岸は, 繰り返し津波の被害を受けてきました｡ 

･･･( 中略) ･･･ 

東日本大震災では, 被害を受けた施設など( 震災遺構) を, 震災を伝承してい

くために保存するか, 解体するか, 議論になっている地域もあります。被災者

の心情に配慮しながら, 過去の伝承や先人の知恵を受けつぎ, 現在の教訓を

つけ加えて未来に伝承することは, 地域防災･減災の取り組みのなかでも, た

いせつなことといえます｡ 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

東京書籍 
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歴史 

P.262 

第 7 章 現代の日本と世界 

3 持続可能な社会に向けて 

[ 日本の社会の課題]  

  深刻な被害をもたらした 1995(平成 7)年の阪神･淡路大震災や2011 年の東

日本大震災は私たちに防災やエネルギー面での課題に気づかせる一方で, 地域

の絆とボランティア活動の重要性を明らかにしました。被災地の復興や防災対

策などを進めるとともに, 一人一人が積極的に社会に参画して助け合う日本を

創っていくことが求められています。 

 

 

 下線部の「東日本大震災は,私たちに防災やエネルギー

面での課題を気付かせる一方で,地域の絆とボランティア

活動の重要性を明らかにしました」は,多くが原発事故の

影響に力点を置く記述の中で,非常に適切で温かい表現に

なっており,望ましい内容です。 
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第 7 章 現代の日本と世界 

[ 深めよう 人類の歴史とエネルギー]  

[ 産業革命と電気の登場]  

( 前略)  さらに,19 世紀の後半から, 電気をエネルギーとして利用できるよう

になりました。電気は, 動力だけでなく暖房や照明, さらには通信などの機械と

いったさまざまな用途に使えるため,20 世紀に急速に広がりました｡電気で動

く鉄道も走るようになり, 照明や暖房から, 家庭電化製品, コンピュータや携帯

電話まで, 人間の生活のすみずみにまで電気の利用が広がり, 社会と生活は豊

かになりました｡しかし, 現代では, 電気への依存度が非常に高く, 停電が発生

すると, 生活に大きな支障をきたすようになっています。 

 こうした変化の中で,18 世紀末には石炭,19 世紀には石油の消費量が急激に

増え,20 世紀に入ると, さらに多くの化石燃料が消費されるようになります。

多くの燃料を燃やしたことで, 排煙による公害や, 二酸化炭素などの温室効果

ガスの排出による地球温暖化などの環境問題が発生しました。 

 

 

 

 

 

 な し 

 

 

 

 

〃 

[ 原子力の登場と環境]  

 20 世紀半ばには, 新しいエネルギー源として, 原子力が登場しました。中で

も原子力発電は, 温室効果ガスを出すことなく, 非常に効率よく発電すること

ができますが, 安全性の確保や, 燃料になるウランが採れる場所が一部の地域

にかたよっていることなどの問題点もあります。 

  石油危機( オイル･ ショック) や, 公害問題, 環境問題の発生などから, 現在で

は太陽光や風力などを利用する再生可能エネルギーが再評価されています。 

産業革命以降, エネルギーの使用は急速に増えてきましたが, エネルギーを節

約する努力も必要になってきています｡温室効果ガスの排出を制限しようとす

る国際的な取り組みも進められていますが, 先進工業国と発展途上国との対立

などもあり, 有効な対策を採れるかが大きな課題になっています。 

 

下線部の「燃料になるウランが採れる場所が一部の地

域にかたよっていることのなどの問題点もあります」は,

化石燃料と異なり少量のウランを運べば済む原子力発電

の場合, 産出地域の多少の偏りはあまり大きな問題では

ありません｡また, 産出地域が( 紛争等の) 不安定さが少な

いことも, 石油とは大きく異なっています。 

原子力発電の課題としては, 放射性廃棄物の処分が残さ

れているので, 「放射性廃棄物の処分などの問題点があり

ます」とするほうがより適切です。 
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 図 5 エネルギーの使用量の変化 ( 数百万年前～現代)   

 

【課題】 トライ 

日常生活でどのようなエネルギーが使われているのか確認し, 節約するには

どうしたらよいか考えましょう。 
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く 
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第 8 章 現代の日本と世界 

10 私たちの生きる時代へ 

[ 不安定な時代]  

 この間に, 社会も大きくゆれ動きました｡1995年 1 月, 兵庫県南部を中心に発

生した大地震は, 死者 6400 人をこえる大きな被害をもたらしました( 阪神･路

大震災) ｡3 月には, 東京の地下鉄で猛毒のサリンがまかれる事件が起こり, さ

らに, 事件を起こした宗教団体による数々の犯罪も明らかにされ, 社会に衝撃

と不安を与えました。 

また,2011 年 3月に起こった東日本大震災は, 戦後最大の被害をもたらし, 人々

の生活に深刻な影響を及ぼしています。 

 

 【課題】 ふりかえる 

ステップ 1 バブル経済の前と後で, 日本の経済はどのように変わったか確

かめよう。 

ステップ 2 自分が生まれ育ってきた 15年間の社会のできごとを, 年表にま

とめて発表しよう。 

 

【コラム】 [ 歴史の窓 東日本大震災]  

  2011年 3 月 11 日, 宮城県牡鹿半島沖を震源とするマグニチュード 9.0

の東北地方太平洋沖地震が発生しました｡地震で押し寄せた津波は, 高さ 10

 

 

 

 

 な し 
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ｍ以上, 防潮堤を越えて最大で標高約 40ｍの地点に達しました｡この東日本

大震災による死者･行方不明者は約1 万 9000人, 全半壊した建物は約 40 万

戸に上りました｡被災地には, 国内だけでなく世界各地からも多くの支援が

寄せられ, 復興に向けた取り組みは, 現在も進められています。 

 また震災の際に, 福島第一原子力発電所で深刻な事故が発生し, 大量の放

射性物質が原子炉の外に漏れ出しました｡この事故は,1986 年のチェルノブ

イリ原子力発電所( ウクライナ) の事故に匹敵する深刻な事態をもたらしま

した。 

 広範囲に拡散した放射性物質は除染が難しく, 人体や環境への影響が心配

されており, 住み慣れた土地を離れて避難生活を余儀なくされている人たち

もいます｡この事故は, 今後のエネルギー政策に改めて課題を投げかけてい

ます。 

 

 

 

 

清水書院 

中学歴史 

日本の歴

史と世界 

P.270 

第 6 章 現代の日本と世界 

2 現代の日本 

[55 年体制からの変化]  

( 前略)  そうしたなか,2011 年 3 月に東日本大震災が発生し, 地震と津波で多

大な人命が失われた。また, 原子力発電所も損壊し, 大量の放射性物質が外部に

もれ出す事故がおきた｡民主党政権はこの震災への対応などで批判をあび, 翌

年の総選挙では自民党が政権を取りもどした。 

 

下線部に「民主党政権はこの震災への対応

, 」とあり

ます。震災対応の評価が政権交代の背景にあったことは

否定できませんが,他の要因もあると考えられますので,

「民社党政権はこの震災時の対応などの批判も一つの要

因となり, 」と

変更することを提案します。 

 

 

 

 

〃 

P.273 

３ 今後の課題 

[ 日本の課題]  

( 前略)  しかし, なお未解決の課題も多い｡まずなによりも東日本大震災から

の復旧･復興, 放射性物質に汚染された地域の除染が緊急の課題である。 

 

 

 

 

 



41 

 

 図４ 東日本大震災で被災した福島第一原子力発電所( 写真と解説)  

  ここからもれ出た放射性物質は広範囲を汚染し, いまも人びとの生活に大  

きな影響をあたえている。政府の原子力発電を推進する政策にも見直しをせ

まることになった。 

( 中略) またグローバル化が進んだ 21 世紀のいま, 国際協調の維持はいっそ

う大切な課題となっている｡私たちは, 世界の人びととの交流や対話を活発に

続け, 核兵器のない世界平和の実現と普遍的な人権の確率, 途上国の発展への

援助, 地球環境問題への対処など, 人類共通の課題の解決に努めていかなけれ

ばならない。 

 

 

 

 

 

 

下線部の「核兵器の無い世界平和の実現」をグローバル

化課題の一つに挙げていることは,最近のアジア情勢から

みても適切な扱いであると思います。 
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[ 国際社会におけるこれからの日本]  

[ 東日本大震災]   

 2011年 3 月 11 日, 東北地方の太平洋沖を震源とする, 日本の観測史上最大

の地震が起こりました｡地震のあと, 東北地方を中心に津波が襲い, 死者･行方

不明者は合わせて 1 万 8 千人以上という大きな被害が出ました。多くの人が

家を失い, 街全体に大きな被害を受けた地域もありました( 東日本大震災) ｡ま

た地震と津波により, 福島県の原子力発電所で事故が起こり, 放射性物質が外

部にもれ出しました。放射性物質の広がりは人々に健康や食品へ不安を引き起

こしました｡周辺の住民たちの避難や, がれきや汚染水などの処理は現在も続

いています。 

[ 環境と資源エネルギー]  

 東日本大震災前, 火力発電で生じる二酸化炭素などが地球温暖化に与える影

響が問題となり,1997 年に京都議定書が採択され, 問題への取り組みが始まり

ました。また原子力発電が安定的なエネルギーとして世界各地で注目されてい

ました｡しかし, 福島県の原子力発電所の事故をきっかけにエネルギー確保の

方法があらためて議論され, 太陽光や地熱など, 再生可能エネルギーがより注

 

 

 

 

  な し 
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目されるようになりました｡同時に, エネルギーを大量に使う社会のあり方も

議論されるようになりました｡ 
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第 6 編 現代の日本と世界 

4 先進国日本の課題 

[ 災害にみまわれた日本]  

 1995年 1 月 17日に, 死者 6434人, 負傷者 4 万 3792人, 家屋の全半壊 25万棟

という, 阪神･淡路大震災が起きました｡さらに,2011 年 3 月 11日には東日本大

震災が発生し, 地震と津波により, 死者行方不明者 2 万 1613 人, 家屋の全半壊

は 40万 101戸(2014 年 3 月 1 日現在), 直接的な被害額 16 兆から 25兆円と

いう未曽有の被害をもたらしました｡東日本大震災は, 福島第一原子力発電所

のメルトダウン( 炉心溶融) という大きな事故を発生させ, 強制退去させられた

周辺地域の住民は, 震災後長期間帰宅がかなわず, 多くの人が今でも全国各地

で避難生活を続けています｡東日本大震災からの復旧は, 阪神･淡路大震災の復

旧に比べて遅れており, 長期的な災害対策や地域復興 ･再生政策の立案が求め

られています。 

 

 6 (2014 2 ) ( ) 

原発事故の影響で, 事故から 4 年たった 2015年 3 月現在でも, 福島県大熊町

のすべての町民が, 町外で避難生活を送っています。 

 

【課題】 学習の確認と活用 

確認 高度経済成長が終わった後の日本の政治や経済には, どのような変化

があったかを確認しよう。 

活用 高度経済成長後の日本には, どのような課題があるのか, その解決に

ついて話し合ってみよう。 

 

 

 

 

下線部に「死者行方不明者 2 万 1613名」とありますが, 

2 万 1613 名の根拠が不明です｡他教科書の死者行方不明

者は 1 万 8000 人以上,約 1 万 9000 人などと表されてお

り,2 万人を超える数値にはなっていません。 

出典が明示される事が望ましいと考えます。 
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自由社 

新版 

新しい 

歴史 

教科書 

P.273 

91 21  

[ ] 

 2011( 23) 3 11 , 9.0

, 2

,  

, , ( ) 

 

【課題】 まとめにチャレンジ 

東日本大震災に際し, 日本人の振るまいが世界の称賛を浴びたことについ

て, 話し合ってみよう。 

 

 

 

 

 

 な し 

 

 

 

 

育鵬社 

[ 新編]  

新しい 

日本の 

歴史 

P.272 

6   

85  

[ まざまな課題]  

 平成時代をむかえたわが国にも多くの課題があります。 

 1995(平成 7)年の阪神･淡路大震災に続き,2011( 平成 23)年には東日本大震

災がおこりました。三陸沖を震源とするマグニチュード 9.0 の巨大地震によっ

て東北や関東の太平洋岸を大津波が襲い, 死者･行方不明者は2 万人近くに達

しました。被災地の人たちの公共心やがまん強さ, 責任感などは世界からたた

えられました。また, 津波などによっておきた福島県の原子力発電所の事故の

ために, 多くの周辺住民が避難生活を送らなければならなくなり, これからの

わが国のエネルギー政策をどうすべきかが議論されています｡( 後略)  

 

 

 

 

 

 な し 
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学び舎 

ともに学

ぶ人間の

歴史 

P.286,287 

(15)  3 月 11日午後 2 時 46分 －大震災と原発事故－ 

[ 被災した 15歳]  

 東日本大震災の被災地では, 多くの学校の卒業式が, 中止や延期に追い込ま

れました。一方, 避難所になった学校の校庭や体育館で, 地域の人たちに見守ら

れながら行われた卒業式もありました。「自然の猛威の前には, 人間の力はあま

りにも無力で, 私たちから大切なものを容赦なく奪っていきました。天があた

えた試練というには, むごすぎるものでした｡つらくて, 悔しくてたまりませ

ん。命の重さを知るには大きすぎる代償でした」 

 津波で同級生を失った, 気仙沼市( 宮城県) の中学 3 年生の言葉です。 

2011(平成 23)年 3 月 11日, 午後 2 時 46分。三陸沖を震源とするマグニチュ

ード 9.0 の大地震が発生しました。東日本を中心に強いゆれが記録され, そ

の後も各地で多くの余震が続きました｡この地震に続いて, 太平洋岸の広い範

囲に, 巨大津波が押しよせました。岩手県宮古市では, 最大津波･高さ 40.4mを

観測しました。この震災による死者は l 万 5889人, 行方不明者は 2597人に

ものぼりました(2014 年 11月現在) 。 

 

 

 

 

 

 な し 
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[ 避難する人びと]  

 福島原発から半径 20km 圏内とその外でも放射線量が高い地域の合わせて

約 8 万 8000人の住民は, 政府の指示により, 着の身着のままで避難しました。

自主的に避難した人も多くいます｡避難した人たちは, いったいいつになった

ら帰れるのか, という不安を抱えながら生活しています。 

 田畑は耕されずに, 雑草におおわれ, 畜産農家では家畜の世話ができず, 牛や

豚が死んでいきました｡海に漁に出ることもできなくなりました。 

 放射線量が高い地域にいる子どもは, 線量計を身につけて, 放射能と向き合

わなければならず, 不安とストレスを感じています｡汚染された土や家から, 放

射性物質を除去する作業も続いています。 

 東日本の被災地では, 大人も子どもも知恵と力を出し合い, この困難に立ち

向かっています｡2011年 6 月, 東日本大震災復興基本法が定められ, 政府や自治 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4,図 5 の出典を早川由紀夫としてありますが,この元

の出典を示すのが適切と思われます｡ 
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 体も復興にあたっています。外国からも, 励ましや寄付金, 食料･医薬品･毛布な

どが届きました｡国内からの支援活動も続けられています。 

 

図 4 チェルノブイリ原発事故による放射能汚染図( 早川由紀夫による) /  

    セシウム 137による地上汚染(ci/km 2は 1km2当たりキュリーと読む)  

 

図 5 福島第一原子力発電所からもれた放射能の広がり 

(2011 年 12月 9 日)/( 早川由紀夫による)  

2011年 3 月に地表に落ちた放射性物質が, そのままの状態で保存されてい

る場所の放射線量( μＳｖ／h はマイクロシーベルト毎時と読む) 。 

 

下線部の「放射性物質が,そのままの状態で保存されて

いる場所」は適切な表現ではありません｡放射性物質は放

射線を出しながら常に減る方向にあるから物理的にはそ

のままの状態ではありません｡しかしこの文は事故から

９か月後のことで,まだ除染作業に着手されていないこと

から,そのままの状態を手つかずの状態と解釈して,「2011

年 3 日に地表に落ちた放射性物質が,取り除かれずに残っ

ている場所の放射線量」とするのが適切と思われます。 

 

 

 

 

〃 

コラム】 [ 原発事故は警告されていた]  

 1986年, ソ連のチェルノブイリ原子力発電所( 現ウクライナ) の原子炉が爆

発した。莫大な量の放射性物質が放出されて, 北半球に拡散したため, ヨーロ

ッパ各地で汚染された食物が大量に処分された。この事故は世界に衝撃をあ

たえ, 日本でも原子力事故への不安が高まった。 

 事故が起きる前,1975 年に, 福島県の住民ら 404 人は, 福島第二原発 1 号

機の設置許可の取り消しを求める裁判を起こしていた。1992年, 最高裁判所

は「原子炉の設置基準は合理的なものであり, 安全性は確保されている」と

する国の主張を認めて, 住民の訴えを退けた｡住民たちは, その後も「津波で

冷却設備が機能しなくなる可能性がある」「大事故を想定して防災計画をつ

くるべきだ」と警告してきた。 

 

 

下線部の「住民たちはその後も「津波で冷却設備が機能

しなくなる可能性がある」･･･と警告してきた」は,この意

見が記されている公的な文書を出典として示されなけれ

ば信憑性がなく適切な記述ではありません。 

 

我々の調査では, 下線部の訴訟後の住民運動の警告内

容について,これらを具体的に指示している資料は入手で

きず,事実かどうかの確認が取れていません。 

 

 

 

 

 

P.14,15 

第 1 章 現代社会と私たちの生活 

4 持続可能な社会に向けて 

[ 東日本大震災と人々のつながり]  
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東京書籍 

新編 新

しい社会 

公民 

 2011(平成 23)年に発生した東日本大震災は, 防災やエネルギーなど, 持続可

能な社会の実現に向けて解決すべき日本社会の課題をうきぼりにしました。

地震の最大震度は 7 に達し, 地震によって発生した津波が東北地方を中心とす

る太平洋治岸をおそった結果, 死者と行方不明者は約 1 万 8500人にも上りま

した(2015 年 3 月現在) ｡また, 福島第一原子力発電所で事故が起こり, 大量の

放射性物質が放出され, 今なお避難所などで生活している人がいます。 ( 後

略)  

 

 【課題】 私たちが住んでいる地域には, 「持続可能な社会」に関わるどの  

ような課題があるでしょうか。 

 

P.17 

[ 文化の役割と課題]  

 文化は, 私たちが豊かな社会を送るために大きな役割を果たしています。し

かし, 文化には負の側面もあります｡例えば, ダイナマイトは, 初めは土木作業

のための道具として開発されましたが, その後, 戦争にも使用されました｡ま

た, 原子力発電所の事故のように, 科学技術は, 私たちの生活を豊かにするだけ

でなく, 対処の仕方によっては害をもたらす危険性( リスク) を持ち合わせてい

ることもあります。( 後略)  

 

 

,

は間違ってはいませんがや

や不十分な記述です。 

「放射性物質の放出により,土地や海洋が汚染され,健

康影響が出ないように発電所近隣の人々は避難を強いら

れ,5 年以上経過しても避難所などで生活しています」と

いう記述がより適切と考えます。 

 

 

 

「文化の役割と課題」という表題で書かれていますが,

本文は文化というよりは科学技術の明暗を説いていま

す。表題を「科学技術の役割と課題」として,「文化」を

「科学技術」とするほうが,より適切に内容が伝わると思

われます。 

 

このパラグラフの下線部の原子力技術の光と影の部分

を記述している内容は簡潔で正しく記述されています。 

 

 

 

 

 

〃 

P.179 

第 5 章 地球社会と私たち 

1 地球環境問題- 持続可能な社会の実現 

[ 国際社会の取り組み]  

 地球環境問題の解決のためには, 国際社会の協力が不可欠です。( 中略)1997

年には, 気候変動枠組条約の締約国会議( ＣＯＰ) として開催された地球温暖

化防止京都会議で, 先進国に温室効果ガスの排出削減を義務づける京都議定

 

 

 

 

下線部にある京都議定書の記述を減らして, 本節の最

後に, 例えば, 「条約に加盟する 196 の国と地域すべて

が,2020 年以降の温室効果ガスの削減目標を申告し, 目標
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書が採択されました｡･･･京都議定書後, どのような枠組みの下で地球温暖化

に取り込むか, 議論が続いています。 

 

【課題】 地球環境問題を解決するために, 国際社会でどのような取り組み     

が求められているか, 次の語句を使って説明しましょう。[ 持続可能 責任 

協力]  

 

P.180,181 

第 5 章 地球社会と私たち 

2 資源･エネルギー問題－限りある資源と環境への配慮 

[ 日本のエネルギー事情]  

 日本のエネルギー消費量の約半分は産業部門がしめています。しかし, その

量は 1970年代からあまり増加しておらず, 近年ではむしろ家庭における消費

量が増加しています｡その要因としては, 冷蔵庫やエアコン, 電子レンジなど

の電化製品の普及が挙げられます。 

 日本の電力は主に, 水力発電, 火力発電, 原子力発電でまかなわれてきまし

た。しかし, エネルギー資源の約 94%を輸入に依存しており(2012 年現在), 化

石燃料の価格は上昇傾向にあります。 

[ これからの日本のエネルギー]  

  輸入資源の確保が難しく, 温室効果ガスの排出削減が求められている中,

日本ではエネルギーの確保が重要な課題になっています。原子力発電は, 海外

から安定的に燃料を供給でき, 少ない燃料で多くのエネルギーを取り出せま

す｡また, 燃料をくり返し利用でき, 発電時に二酸化炭素を排出しません｡しか

し, 放射性物質をあつかうため, 事故が起こると大きな被害が発生します｡ま

た, 発電後に残される放射性物質の最終処分場をどこにするかという課題も

あります。 

値を 5 年ごとに見直すことなどを骨子としたパリ議定書

が 2015 年に採択されたました(COP21)」と追記されるこ

とを望みます。 

 

 

 

 

 

エネルギー問題を持続可能な社会の考え方に合わせて

説明しているのは望ましい記述です。 

 

 

 

 

 

 

 下線部の「化石燃料の価格は上昇傾向にあります」につ

いて, 化石燃料の価格は, かつては急上昇したり, ごく最

近では安値が続いていることから, 例えば, 「化石燃料の

価格は変動が大きく, 不安定な傾向にあります」のほうが

適切です。 

 

 

  

再生可能エネルギーの説明も長所と欠点をバランスさ

せて要領よくまとめて表現されています。 
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 資源確保の問題がなく, 二酸化炭素を排出しないクリーンなエネルギーと

して, 太陽光, 風力, 地熱, バイ オマスなどの再生可能エネルギーの開発も進

められています｡しかし, 現在の技術では発電などにかかる費用が高いこと

や, 太陽光発電や風力発電は電力の供給が自然条件に左右されること, 地熱発

電は 自然や観光施設との共存が必要なことなどの課題があります。 

 2011(平成 23)年の東日本大震災では, 原子力発電所で事故が起こり, 大量

の放射性物質が放出されました。その結果, 周辺住民が長期の避難生活を強い

られたり, 地元産業が風評被害になやまされたりするなど, 大きな被害が出て

います。これを受けて, 日本のエネルギーの在り方について, 改めて議論が起

こっています。 

図 10 福島第一原子力発電所の事故を報じる新聞記事(2011 年)  

 

【課題】 再生可能エネルギーの利点と課題を, 化石燃料と比較して説明し

ましょう。 

 

  

原子力発電所事故の経緯, 事故による周辺住民や企業

への影響, エネルギー政策の在り方の検討など, 簡潔かつ

正確に記述されています。 

 

 

 

 

 

〃 

P.182 

[  ] 

[ ] 

1950年代は, 石炭が日本のエネルギー供給の約半分をになっていました。そ

の後, 海外での油田の発見や社会･経済の変化で石油の需要が急増し,1960 年

代には石油が石炭を上回るようになりました｡しかし,1973( 昭和 48) 年の石油

危機以降, 日本は天然ガスと原子力, 再生可能エネルギーの導入を進め, 中東か

らの石油輸入への依存度の低減とエネルギーの多様化を図りました。 

原子力については,1963 年に国内初の商用原子力発電所が茨城県東海村で

稼働しました｡1974 年にはいわゆる電源三法を制定し, 地方公共団体に補助金

を交付する制度を作って, 原発建設を推進しました｡これによって原子力発電

は急速に拡大し,2010 年にはエネルギー供給の約 11.3％にまで高まりました。

( 後略)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下線部の「エネルギー供給の約 11.3％」は不正確な表

現です。 

「１次エネルギー供給の約 11.3％」が正確な表現です。 
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図 3 日本のエネルギー供給割合の推移(1960～2013年)  

 図 4 主な国の発電量の内訳 

 図 5 エネルギー別発電費用 

 図 6 主な発電方法の利点と課題 

 

 

,

, ,

5

 

 

,

,

,

 

, 政府の要請や定期検査の機会をとらえ,全国の

原子力発電所の運転は停止されました

 

 

再生可能エネルギーの説明は長所と欠点を要領よくま

とめて表現されていると思います。 

 

 

 

 

[ 世界のエネルギー政策]  

 福島第一原発の事故は, 世界のエネルギー政策にも大きな影響をあたえまし
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〃 

た。 ドイツは, 国内の原子力発電を段階的に廃止する脱原発の方針を決定し

まし た。オーストリアやイタリア, ベルギー, スイスも同様の決定をしていま

す。 

 これに対して, 総電力の約 75%を原子力発電でまかなうフランスは, 引き続

き原子力発電を維持するものの, その依存度を減らす方針を発表しています。

原発による発電量が世界最大のアメリカも, 原子力政策の維持を表明し, さら

なる増設を進めています。経済成長にともなって電力需要が増加する中国, イ

ンドなどの新興国も, 原発を増設する方針を打ち出しています。 

[ これからの日本のエネルギー]  

 これからの望ましい日本のエネルギーの在り方については , 私たち国民一

人一人が考えていく必要があります｡その際には, 各発電方法の利点と課題の

両面をふまえて考えることが重要です｡また, 日本だけでなく世界全体の利益

を考え, さらに現在の私たちの幸福だけでなく将来の世代の幸福も考慮して,

持続可能なエネルギーの在り方を考えていく必要があります。 

 

 【課題】 トライ 

これからの日本のエネルギー政策はどうあるべきか, 地理, 歴史の学習もふま

えて自分の考えをまとめ, グループで話し合いましょう｡その際,(1) 日本のエ

ネルギー事情,(2) 日本経済への影響,(3) 環境への配慮,(4) 生活の便利さと安

全,(5) 持続可能な社会の形成の五つの視点をできるだけふまえましょう｡ 

下線部の「オーストリアやイタリア, ベルギー, スイス

も同様の決定をしています」という記述は誤りです。 

「ベルギーやスイスも同様の決定をしています」とす

るのが適切です。 

 

ド イツ は , 現在 も原 子力 発電 所を 運転 してい ま す

が, 2022 年までにすべての原子力発電を廃止する決定を

していて, ドイツと同様に, 運転中の発電所を将来停止す

る決定をしたのが, ベルギーとスイスです。 

イタリアは 1980 年に原子力発電を中止していて, 2010

年に再度原子力発電を始める決定をしていましたが, 福

島第一発電所事故により, この復活計画はなくなりまし

た｡また, オーストリアは, 1986 年のチェルノブイリ発電

所事故以来原子力の導入はしないという政策を維持して

います。 

これらのヨーロッパ諸国のエネルギー政策の公表され

た 資 料 と し て , Aalto University(Finland) Study on the 

status of the nuclear power sector and its future in the 

European Union(2013)があります。 

 

さらに, 建設推進の例として下線部の「電力需要が増加

する中国, インドなどの新興国」の後に, 次のように新規

導入国もあることを記載するのが公平と思います。「電力

需要が増加する中国, インドなどの新興国やベトナム, ト

ルコ, アラブ首長国連邦, サウジアラビアなどアジアや中

近東諸国でも新たに原発を導入する建設や計画が進めら
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れています」 
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P.182 
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中学社会 

公民 

ともに 

生きる 

P. 13 

第 1 章 私たちの暮らしと現代社会 

[ はじめに いまを生きるということ 東日本大震災以降の現在の社会]  

[ いまを一生懸命に生きること]  

 東日本大震災は, 第二次世界大戦後最大の被害を各地にもたらしました。震

災とそれに伴って発生した福島第一原子力発電所の事故は, 多くの人々の生活

に, 今も深刻な影響を及ぼし続けています｡( 後略)  

 

 

 

 

  な し 
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〃 

P.202 

第 6 章 国際社会に生きる私たち 

5 これからの資源とエネルギー  資源エネルギー問題 

[ 新しいエネルギー]  

 日本では, 発電の際の二酸化炭素の発生量が少なく, 安定した電力供給がで

きるとして原子力発電が進められ,1990 年代の半ば以降, 発電量の約 3 割を占

めるようになりました｡一方で, 事故が起きた場合の被害や, 放射性廃棄物( 使

用済み核燃料など) の処分の問題などを懸念する声も, 以前からありました。

2011年 3 月に発生した, 原子力発電所の事故による被害はきわめて深刻で, 電

力政策のあり方が改めて議論されるなど, 大きな影響を及ぼしています。 

 安全で持続可能な新しいエネルギーの必要性がいっそう高まるなか, 世界各

国で, 太陽光, 風力, 波力, 水力, 地熱, バイオマス( 生物資源) などを利用する, 再

生可能エネルギーの開発が進められています。開発費用や電力供給の安定性な

どの面で課題もありますが, 利用を広げながら生産コストを下げていく努力が

進められています｡しかしこうしたエネルギーも, 限りなく増やせるわけでは

ありません。例えば農産物から作られるバイオエタノールは有望なバイオ燃料

ですが, 過度に増産しようとすれば, 食糧用の農作物の供給が減って価格が高

騰し, 世界の貧しい人々の生活をさらに困難にしてしまいます｡また, 他の生物

の生息環境を悪化させたりする可能性も否定できません｡ 

 

 図 6 事故後の福島第一原子力発電所 ( 写真)  

 図 7 主な先進国のエネルギー源別発電量の割合 

 図 8 増え続ける発電量 (1955～2013年)  

 

[ 原発事故のあとに]  

 資源･エネルギーに限りがあることは, もちろんこれまでもわかっていまし

た｡しかし実際には, 私たちの現在の物質的な豊かさや便利さが最優先され, そ

 

 

 

 

 な し 
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の実現のために多くの資源やエネルギーを必要とする科学･技術が開発される

など, さまざまな無理が重なってきたのかもしれません。いま私たちは, こうし

た考え方を超え, 将来の世代, 世界各地の人々, 自然環境と共存できる経済や生

活のあり方について, 改めて考える必要があるのではないでしょうか。 

 

 【課題】 ふりかえる 

ステップ１ 再生可能エネルギーの種類と, その長所と短所を確かめよう。 

ステップ２ 資源やエネルギーを必要とする将来世代のために, いま何ができ

るか, 自分の考えを説明しよう。 

 

 

 

 

 

清水書院 

中学公民 

日本の社

会と世界 

P.23 

  

7  

[ ] 

( 前略)  さらに現代の文明の発達は, それ以前では考えられなかったような新

たな課題を私たちにあたえている。東日本大震災にともなう福島第一原子力発

電所の事故では, 大量の放射性物質が放出されたさらに発電所近海の海底土は

高濃度の放射性物質に汚染され, 現在でも発電所の敷地から大量の汚染水が海

洋や地下水に流れ出していることがわかった。そのため農作物や水産物などへ

の長期にわたる影響も心配されている。そして, いまなお, 事故の収束の見通し

すらたっていないのだ。 

【コラム】 [ 東日本大震災がもたらしたもの]  

 2011年 3 月 11 日 14 時 46 分, 三陸沖を震源とするマグニチュード 9.0( 観

測史上世界で 4 番目の大きさ) の大地震が発生し, 宮城･福島･茨城･栃木県な

ど広い範囲に強い揺れをもたらした｡この地震で大津波が発生し, 東北から

関東地方の太平洋岸で大きな被害をもたらし, 死者 1 万 5,890 人, 行方不明

者 2,590 人におよんでいる(2015 年 2 月現在) 。 

 

  

 

 

 

 

下線部の「事故の収束の見通しすらたっていない」とい

う記述は,事故を起こした発電所の今後について,不安を

与える表現だと思います｡現状は発電所のサイトは完全

に以前の状態に戻ってはいませんが,段階を踏んで放射性

物質の海水や周辺地域などへの放出の低減を図る作業を

進めています｡さらに,かなりの年月はかかりますが,事故

により爆発した原子炉を撤去するまでの廃止の計画も策

定されています。 

本報告書 P.11 の「提言 1：福島第一原子力発電所事故

の対応と今後に関する記述について」を参照ください。 
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 また, 福島第一原子力発電所の事故により, 原子力発電所を中心に放射線

量の高い地域は「帰宅困難区域」として住民の立ち入りが禁じられ, その周

辺にも居住を制限している区域などが設けられている｡福島県では 4 万

5,735 人(2015 年 1 月現在) の人びとが県外へ避難している｡今後, 放射線被

曝によって生じる住民の健康被害も心配されている。 

図 2 [ 放射性物質を取り除く作業]  (2013 年 福島県)( 写真)  

 福島第一原子力発電所の事故後, 福島県を中心に放射性物質のついた土壌を

, ,

,

 

 

「事故の収束の見通しすらたっていない」の前にある文

では,現在進行中である,汚染水漏えいの対策を中心課題

としていることから,下線部の記述を文脈から考えて「海

水汚染などにつながる汚染水対策に目下最優先で取り組

んでいる」という前向きな表現にして頂くことを望みま

す。 

 

 

 

 

 

 

〃 

P.175 

2   

1   

① 人工の増加とかぎりある資源 

[ 資源の枯渇とエネルギー問題]  

 人口が増え, 産業や経済が活発になれば, 消費されるエネルギー量も増加す

る。現在のエネルギー資源は, 石油や石炭などの化石燃料がほとんどである。

そして, その埋蔵量や可採年数にはかぎりがあり, 石油, 石炭, 天然ガスは 40～

130 年ほどしかもたないといわれる｡また化石燃料の使用によって生じる二酸

化炭素( CO2) の排出量の増大は, 地球温暖化の原因の一つともなっている。 

 先進国を中心に利用されている原子力発電は, 発電時にはほとんど CO2 を

出さずに巨大なエネルギーを生み出すことができるといわれる｡しかし,2011

年の東日本大震災でおきた福島第一原子力発電所の事故のように, 一度事故が

おこれば取り返しのつかない大きな被害が生じる｡また, 使用後の核燃料を無

害に処理できる技術が開発されていないため, 長期にわたって危険な放射性廃

棄物が蓄積されるという問題もあり, 対応が求められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 2 の下線部は, 誤解を与える表現であるため, 以下の

ように修正することを提案します。 

「ただし, 原子力発電の燃料のウラン採掘から原子力発

電所の建設, 放射性廃棄物の処分や廃炉にいたるまで, 他
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 まだ経済的な効率や供給量は低いが, 環境への負荷が小さいクリーンエネル

ギーとして, 太陽光, 風力, 地熱, バイオマスなどを利用した再生可能エネルギ

ーの開発に大きな期待がかけられている ｡( 後略)  

 

 2  

 

 3  

 

 2 , ,    

, , CO2  

 

3 ,1986 (  )

,

,

, ,

 

 

の化石燃料による発電と同等の CO2 を出し, かつ放射性廃

棄物も発生させる」 

 

注 3 の下線部では

,

,

ここでは汚染水の漏えい問題について,「

,

,

 

 本報告書 P.11 の「提言 1：福島第一原子力発電所事故の

対応と今後に関する記述について」( 「エネルギー白書

2016」経済産業省平成 28 年 5 月公表, に記載されている

福島第一発電所事故対応の章) を参照ください。 

 

 

 

 

帝国書院 
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公民 

より良い

社会を 

めざして 

P.190- 193 

[ 第 5 部のテーマ例 新しいエネルギー資源]  

[ 原子力発電の現状と課題]  

 原子力エネルギーによる原子力発電は, 少ない燃料で多くのエネルギーをつ

くり出せ, 発電時に二酸化炭素を排出しない発電方法です。しかし, 発電後に生

じる放射性廃棄物や廃止後の発電所を安全に処理する方法, その費用の確保,

さらには事故を起こさないための安全対策や, 事故が起きたときの対応の難し

さなどの問題も残されています。 

 原子力発電は,1950 年代から世界的に普及してきました｡しかし,86 年のチ

ェルノブイリ原子力発電所事故や,2011( 平成 23)年の福島第一原子力発電所

 

 

 

 

  

下線部の「一方で, 発展途上国のなかには, ベトナムや

トルコのように経済発展によって急速に増加する電力需

要に対応するため原子力発電所を新たに導入する予定の

国もあります」について, 中国のように積極的に原子力を
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の事故をふまえ, 原子力にたよらない電力政策をさらに進めるドイツのような

国もあります。一方で, 発展途上国のなかには, ベトナムやトルコのように経済

発展によって急速に増加する電力需要に対応するため原子力発電所を新たに

導入する予定の国もあります。 

 このように各国は, どのように資源やエネルギーを安定して確保するかにつ

いて, 費用や安全性, 現在と未来, 環境, 生活や経済活動への影響など, さまざま

な面から考え, 選択しています。 

 

 図 5 福島第一原子力発電所 4 号機の解体に向けた作業( 写真)  

福島第一原子力発電所は, 東北地方太平洋沖地震による津波などの影響で,

放射性物質 の漏えいなどの事故が発生し, 周囲 20km圏内の住民に避難指

示が出されました。現在, 事故による影響などを取り除き, 発電所の解体に向

けた作業が行われています｡ 

 

【課題】  

 確認しよう 新しいエネルギー資源として注目されている資源を, 本文か  

ら二つ書き出してみましょう。 

説明しよう エネルギーを安定して確保することができなくなると, 私た

ちの生活にどのような影響があるか, 身近な具体例をあげて説明してみま

しょう。 

 

導入している国がありますので, 以下のように記述する

ことが望ましいと考えます。 

「一方で, 経済発展によって急速に増加する電力需要に

対応するため中国, インドは原子力発電所を積極的に導

入しています。また, ベトナムやトルコのように新たに導

入しようとしている国もあります。」 

(( 一社) 日本原子力産業協会 2014年世界の原子力開発状

況)  

本報告書 P.14 の「提言 2：わが国および世界各国の原

子力エネルギー利用の状況に関する記述について」に挙

げている資料も参照ください。 
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 図② おもな国のエネルギー供給源の割合(2011 年)  
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  ( 福島県川内村)  ( 写真)  

  , ,

, ,  

 

 

 

 

 

 下線部の「 ,

,

,

は,原発事故の影響ばかり載せる中で,

非常に適切で温かい表現になっており,望ましい内容で

す。 
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,何の使用後であるのか

が不明確です。 

「原子力発電所の運転に伴い発生する放射性廃棄物の

処理･処分の問題」とすることが適切です。 

 

,

発電設備の製造段階等で一定の二酸化炭素の排

出があるため,「運用時には二酸化炭素を増やしません」

とするのが適切です。 

 

 

 

 

P.194- 197 

第 5 章 私たちと国際社会の課題 
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育鵬社 

[ 新編]  

新しい 

みんなの 

公民 

[ 東日本大震災－国民の絆, 世界の絆]  

【コラム】 [2000 人近くが親を失う]  

( 前略)  東日本大震災は 2011(平成 23)年 3 月 11日午後 2 時 46分に起きた

地震が発端でした。地震の規模を示すマグニチュ ドは 9.0 揺れの大きさを示

す震度は, 大きい所で 7 でした。建物が壊れたりしたほか, 巨大津波が襲い, 岩

手, 宮城, 福島の 3 県を中心に約 1 万 6000人が亡くなり,2000 人以上が今も行

方不明のままです。両親とも失った子どもは 241人, どちらかの親が亡くなっ

たり行方不明になった子どもは 1400人以上とみられます。 

 この地震と津波によって東京電力福島第一原子力発電所( 福島県) で放射性

物質が漏れ出す深刻な事故が起きました。周辺の多くの人が故郷に帰れず避

難生活を送り, また風評被害も起こっています。 

 災害は平和な暮らしを壊してしまうのです。 

 

 

 

 

 な し 

 

 

 

 

〃 

P.195 

【コラム】 [ 中学生たちの活躍「釜石の奇跡」]  

 「必ずしも十分な対応ができなかった点については, 大変申し訳なく思っ

ております」, 震災と原発事故から 5 か月後に内閣総辞職した菅直人首相は,

談話の中でそう述べました｡政府や東京電力は事故について「想定外」と繰

り返していました。確かに人間は大自然の前には無力ですが, 災害を最小限

に抑えること( 減災) はできます。 

 宮城県にある東北電力女川原子力発電所は, 過去の大津波の記録をもと

に, やや高いところにつくっていため, 事故を免れることができました。 

岩手県釜石市では「想定にとらわれるな」などの原則をもとに熱心に防災教

育を行っていたため, 小中学生の死者がほとんど出ず, 「釜石の軌跡」と･･･

( 後略)  

 

 

 

 

 

 

 

 

,  
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P.197 

第 2 節 持続可能な社会をつくるために 

[ 持続可能な社会へ向けて]  

地球温暖化が進む と, 自然環境や生活環境に深刻な影響をおよぽし, 地球上

の生態系を大きく変動させるのではないかともいわれています。 

 このような国境を超えた地球環境問題に対して, 国際社会は 1992(平成 4)年

にブラジルのリオデジャネイロで国連環境開発会議( 地球サミット) を開き, 約

180か国が参加しました。 

 この会議では, 持続可能な開発に関するリオ宣言が採択され, 地球温暖化を防

止するための気候変動枠組条約に多くの国が調印しました。 

 そして 1997(平成 9)年には, 地球温暖化防止京都会議が聞かれ, 地球温暖化

の原因となる温室効果ガスの排出量の削減目標を定めた京都議定書が採択さ

れました｡2002年には南アフリカ共和国で「持続可能な開発に関する世界首脳

会議( 環境開発サミット) 」が聞かれました。 

 しかし, 各国のさまざまな利害を調整することは容易ではありません。地球環

境問題を重視する国々と, 今後ますます工業化を進め雇用と所得の拡大をめざ

す発展途上国などで, こうした問題への取り組み姿勢に大きなちがいが見られ

ます｡それが国際社会の現実です｡地球環境問題を改善するためには国際協調

をいっそう進めていくことが必要です。 

 

 【課題】 地球環境問題について, 国際協調を進めていく上での課題につい  

て,80 字以内でまとめましょう。 

 

 

2015年 12 月に開催された COP21では, 主要排出国を含

む 196の国や地域が参加した「パリ協定」が可決されてお

り, 温暖化対策にとって大きな成果があがりました｡今後

の教科書改訂において, この状況を反映するのは勿論で

すが, 現時点でも補足資料等により教師に情報を提供さ

れることを望みます｡( 出典：環境省ホームページ)  

 

 

 

 

〃 

P.200,201 

2． 資源エネルギー問題 

[ 原子力発電の見直し]  

 原子力発電は放射性物質をあつかうことについて大きな不安がある一方, 地

 

 

  な し 
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球温暖化の原因となる二酸化炭素をほとんど出さず, 原料となるウランをくり

返し利用することで大きなエネルギーを安定的に得られる利点も指摘されて

います。そのため, 大量の石油等を輸入に頼る日本では重要なエネルギー源と

なってきました｡ 

  しかし,2011 年 3 月の東日本大震災の際に起きた福島第一原子力発電所の事

故は, 放射性物質による深刻な被害をもたらしました｡この事故は日本だけで

なく世界各国の原子力発電のあり方にも影響をあたえ, 各国でエネルギー政策

全体を見直す議論が活発化しています｡ 

 私たちは今回の事故の教訓を生かし, 原子力発電への依存をできるかぎり減

らしつつ, 放射性廃棄物の処理問題や火力発電所の効率化, 安定して低コスト

にエネルギーを供給できるしくみ作り, 地球温暖化対策などに取り組んでいか

なければなりません｡ 

[ 再生可能エネルギーの利用]  

 人類のエネルギー問題を根本的に解決するには, 人工の太陽をつくり出す核

融合発電の実用化を待たねばなりません。 

 それまでは水力だけでなく, 太陽光, 風力, 地熱やバイオマス( 動植物から生

まれた生物資源) などの再生可能エネルギーのいっそうの利用に加えて, 日本

近海に大量に眠るメ タンハイドレートの採取法や, 石油の代替燃料を生産す

る藻類についての研究などを進めることが大切です｡( 後略)  

 

図 6 主要国の発電電力量国別割合( 出典：「原子力･エネルギー図面集

2013」 

 

図 7 主要国の電源別発電電力量の構成比( 出典：「原子力･エネルギー図面

集 2013」 
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【課題】 これからのエネルギー問題の解決について, 何が大切でしょ

うか。80字以内で説明しましょう。 

 

出版社 

書 名 
エネルギー･原子力･放射線に関連した記述 コメント･修正文の例 

 

東京書籍 

新編  

新しい 

科学 3 

P.274～276 

第 4 章 科学技術と人間 

2 エネルギー資源の利用 

[ 電気エネルギーの利用]  

電気エネルギーは, 送電線を使ってはなれた場所にも供給でき, 光や熱, 運

動エネルギーなど, ほかのエネルギーへの変換が容易にできるため, 最も利用

しやすいエネルギーといってよい｡近年では, 省エネルギーのために, 電気自

動車やハイブリッドカーなど, 電気を動力にした乗り物も開発されてきてい

る。家庭で使われている多くの器具では, 電気が使われている。高層ビルでは,

電気が失われるとエレベーターが使えなくなり, 水を送るポンプも動かなく

なるなど, 機能しなくなる｡日本の都市の生活は, 電気なしでは考えることが

できないほど, 電気に依存する社会であるといえる。需要に応じて, どのよう

に電気エネルギーは供給されているのだろうか。 

 

 図 2 人類のエネルギー総使用の変化 

産業革命をきっかけに, エネルギーの大量消費が始まった。 

 図 3 １日のなかでの電気エネルギーの需要の変化 

 

【コラム】「科学で GO! エコ大陸」 

エネルギー資源の未来 

 

図 2 人類のエネルギー総使用の変化 

この図は横軸と縦軸で表すべき事項が逆になってお

り, 不適切です。グラフ表現する場合, 見ようとする変化量

を横軸にとり, それに応じて変化する事象を縦軸にとるの

が通常です。この場合, 年代( 見たい変化) に応じてエネル

ギー総使用量( 事象) がどうなったかだから, 年代を横軸,

エネルギー総使用量を縦軸にとるべきです。 

 

この図に関しては, 学校図書刊「中学校科学 3」P.275,

啓林館刊「未来へひろがるサイエンス 3」P.191, 東京書籍

刊「新編新しい社会歴史」P.273, 東京書籍刊「新編新しい

技術･家庭」P.140にありました。この４点は, いずれも年

代を横軸に, エネルギー使用量( 消費量) を縦軸にとってい

ます。東京書籍では同社で 3 科目に同じ図を使用していま

すが, 理科のみは不適切なグラフ表現になっています。 

 

図 3 １日のなかでの電気エネルギーの需要の変化 

この図をここで用いる理由が不明です｡日が異なっても１

日のうちで使われる電気量の変化の形状は変わらないの

で意味が無いと思われます｡なお, 東京書籍では同じ形状
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  現在, 世界の人口は 70 億人をこえています。エネルギーを多量に使う先進

国では, １人あたりのエネルギー消費量は大きく増加しています。また, 発展

し始めた途上国の人口を考えると, 世界のエネルギー需要はさらに増えるこ

とが予想されます｡エネルギー消費量にしめる割合が高い石炭や天然ガス,

石油などの化石燃料の確認埋蔵量を見ると, 50～100 年程度で枯渇する可能

性があります｡近年では, シエールガスやメタンハイドレートなどの新たな

エネルギー資源が発見, 開発され始めています｡これに加えて太陽光や風力

などの再生可能エネルギーの実用化に向けたとり組みも本格化されていま

す。今後さらに, 多様なエネルギー資源の開発が求められていくでしょう。 

 

( イラスト)  エネルギー資源の可採年数( 2012年)  

( 石油 46年, 天然ガス 59年, ウラン 106年, 石炭 118年)  

( 写真)  メタンハイドレートの燃焼 

 

[ 発電の方法]  

私たちのもとに供給される電気エネルギーは, さまざまな発電所から, あら

かじめ需要を予測して送電されている。発電方法としては, 図 1 のように火

力, 原子力, 水力の割合が大きい｡しかし, 火力発電に使われる石油, 石炭のよ

うな化石燃料や原子力発電に使われるウランは, 有限な地下資源であり, いつ

までも使い続けられるわけではない｡そこで, 化石燃料にかわる新しいエネル

ギー源の開発や再生可能なエネルギーの利用が推進されている。 

 

図 1 発電方法割合の国際比較( 2007年)  

 

の図を「新編新しい技術･家庭」P.143でも使っています。

しかし, こちらは１日のうちで使用電気量をまかなうのに

水力, 火力, 原子力発電をどの割合で構成させるかを考え

させるものです｡本文を補助するにふさわしい図を用いる

ことを望みます。 

 

 

 

 

 

 

P.277  

4   

 ,   

 

図 4   の短所の下線部 

「放射線が は, 
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  ,   

      

      

 

「放射線や放射性物質が 」とする

ほうが適切です｡ 

 

 

, ,

,

 

 

 

 

 

 

〃 

P.277 

【コラム】 [ 科学で GO 防災大陸]  

 

 201l 3 11 ,10 m

, ,

,

, , ,

,

,  

限られた紙面に大変要領よく分かり易い正確な表現に

なっています｡可能ならば,最後に「事故のあった発電所は

約 40年かけて安全な状態になるよう後始末をしていく作

業が行われている」を追加するとなお良いと考えます｡ 

 

下線部の「原子炉内が異常な高温になり,水素爆発が起

こりました」は,水素がどこからきたのか不明なため, 

「原子炉内が異常な高温になり,燃料を収めている金属の

管が冷却水と化学反応し,水を分解して水素が発生し,そ

れが原子炉からもれ建屋に充満し,水素爆発が起こりまし

た」と説明することを提案します。 

 

 

 

 

 

〃 

P.280 

3 放射線の性質と利用 

【導入】 レッツ トライ!  

身のまわりには, レントゲン検査など, 放射線を利用している物がある｡一

方, 原子力発電所など, 事故によって放射線の影響が生じる場合もある｡ま
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ずは放射線について, 知っていることをあげよう。 

 

 放射線は地球が誕生する前から宇宙に存在していた｡放射線を出す物質を

放射性物質という｡放射性物質が放射線を出す性質( 能力) を放射能といい, そ

の単位はベクレル( 記号 Bq) である｡ 

 科学が進歩して生活を豊かにするために, 人類は自然にある放射性物質を

制御してエネルギーを利用したり, 人工的に放射線をつくってさまざまな形

で利用したりしてきた｡しかし放射線は私たちのからだに影響をあたえるこ

とを忘れてはならない。 

[ 放射線にはどのような性質があるのだろうか｡また, その利用にはどのよう

な問題があるのだろうか｡]  

[ 放射線の種類]  

 放射線とは原子核から出る高速の粒子の流れや, X線やγ線などの電磁波の

総称である。高速の粒子がヘリウムの原子核ならα線, 電子ならβ線, 中性子

なら中性子線とよばれる｡放射性物質の原子核は不安定で, 別の原子核に自然

に変わっていく｡これを原子核の壊変( 崩壊) といい, このときに放射線が出る

( 図 2) ｡放射線は目には見えない。  

 放射性物質にはウランなど地下にある物, 放射性カリウムのように植物や

動物などの中にある物, ラドンのように空気中にある物がある｡自然にある放

射線を自然放射線という。宇宙からも自然放射線が地球に降り注いでいる

が, 大部分は地球の大気に吸収される｡このほかに人間が人工的につくり出す

放射線がある。農業や医療, 工業など現代社会で利用されているのは主に人

工放射線である｡ 

 

 【課題】 調べよう 

放射線測定器や霧箱などを使って, 放射線について調べてみよう｡また, 学校

内の放射線を測定しよう｡ 

放射線について詳しく丁寧に説明されています。 

ただ,自然放射線についての記載が少なく,人工放射線の

役割,また大量被ばくした際のことが目立っていると思い

ます。 

 

 

 下線部の

,

,
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[ 放射線の性質とその利用]  

 放射線には物質を通りぬける性質( 透過性) や物質を変質させる性質があ

り, 現代社会ではこれらの性質を利用している｡レントゲン検査, CT, PETでは

放射線の透過性を利用して, からだを傷つけることなく内部を見ている｡ま

た, ジャガイモを長期保存できるように放射線を当てて発芽しないようにす

ることや, 農作物の品種改良などにも放射線が使われている｡タイヤのゴムや

プラスチックなどに放射線を当てて, よりよい性質の物に変えることも行わ

れている。 

 

図 1 放射線と放射性物質と放射能の違い( 懐中電灯と放射性物質の対比)  

図 2 壊変によって出る放射線の種類 

図 3 放射線の透過性 

図 4  放射線の利用の例( 写真)  

 

 

 

 

 

〃 

P.282,283 
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の下線部について,実際は原子力施設の事故などにより,

環境の放射線レベルが一定以上の基準を超えた場合には,

国,地方自治体,公共機関の責任と役割などが災害対策基
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 238 45   40   13   239 24  

   14   5730   226  1600   137     30  

   131   8    222    3.8   

 

 表 1 放射線に関する単位 

    単 位         内 容 

ベクレル( 記号 Bq)   物体中で 1 秒間に原子核が壊変する数を表す。 

本法に基づいて地域防災計画の中で定められています｡

国は緊急事態宣言をだし,国や県によって対策本部が設置

され,予測される被ばく線量のレベルに応じて屋内退避,

避難や汚染食物の摂取制限などの対策がとられることに

なっています｡課題のように,考えることはいいことです

が,自分の考えで勝手に行動しないということが肝心な心

得です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 下線部の「放射線によって, 人体にどれだけ影響がある

かを表す。グレイに係数をかけて求める( ＝J/kg ) 」は, こ

の係数は放射線の種類と人体の対象組織ごとに定めら

れ, 1～20 であることを入れておくと, グレイと単位は同

じ J/kg であることも理解されやすいと思います｡ 
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シーベルト( 記号 Sv)  放射線によって, 人体にどれだけ影響があるかを表

す｡グレイに係数をかけて求める( ＝J/kg )  

グレイ( 記号 Gy)     放射線がそれを受けている物質 1 kg あたりにあた

えるエネルギーを表す｡1Gy = 1J/kg  

 

 図 1 放射線の人体への影響の例 

人工放射線の利用として 10, 000 ミリシーベルトのがん治療の治療部位への

照射量から, 0.01 ミリシーベルトの歯科撮影の放射線の量まで図にまとめて

いる｡また自然放射線を年間平均 2.1 ミリシーベルトと記載している。 

 

【コラム】 「科学で GO! 歴史大陸」 

 「放射能」の名づけ親 

キュリー夫人の写真と「放射性物質のポロニウムやラジウムを発見しま

した｡そして放射性物質がもつ放射線を出す能力を放射能( Radiactivity) と名

づけました」と説明している。 

 

  

, ,

 

 

 

 

 

 

 

大日本図

書 

新版 

P.278～280 

3 章 たいせつなエネルギー資源 

1 わたしたちのくらしとエネルギー 

[ わたしたちはどのくらいのエネルギーを使っているのだろうか]   

 図 31に示すように, 日本のエネルギー消費量は経済が発展してわたしたち

の生活が便利になるにしたがって, 急速に増加してきた。 

 日本人の家庭では, 平均すると 1 人あたり 1 年間で約 1.6×1010J, 毎秒では

約 500J のエネルギーを使う。つまり, エネルギーの消費率は約 500Wとなる

 

 

 

 

 

 な し 
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理科の世

界 3 年 

( 図 32①) ｡その内訳を見ると, 約半分を電気として使っている( 図 35) 。 

 また, わたしたちは家庭の外でもエネルギーを使っている。それらには学

校, オフィス( 会社など) , 商店などで使う分( 図 32②) , 自家用車や旅客輸送の

分( 図 32③) がある。さらにわたしたちは, さまざまな製品を使って便利にく

らしている｡工場で製品を生産するにも( 図 32④) , 輸送するにも( 図 32⑤) エ

ネルギーを必要とする。 

 

 図 31 年間エネルギー消費量と GDPの推移( 1970～2010)  

 

 図 32 日本人 1 人あたりの平均エネルギー消費率 

  ①家庭 ②学校, オフィス, 商店など ③自家用車と旅客輸送  

  ④産業 ⑤貨物輸送 ⑥発電など変換時に熱となるロス 

 

【課題】やってみよう 家や学校で使っているエネルギーの総量を計算 

してみよう。 

家庭で私用した電力量は kWhで表示されるが, ガスの使用量はｍ２で表示

される｡これらを, エネルギーという視点で比べるには, どうすればよいだ

ろうか｡( 後略) 計算例が示されている 

 

 

 

 

 

〃 

P.281～283 

2 電気エネルギーのつくり方 

[ 電気エネルギーはどのようにつくり出されるのだろうか]  

［電気エネルギーのつくり方］ 

 2 年で学習したように磁界の中でコイルを回転させると, 電流が流れる。発

電所では, この原理で, 電気エネルギーを得ている。図 36に示すように電気エ

ネルギーのほとんどは, 火力発電 , 水力発電, 原子力発電から得られる。  
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図 36 電気は何からつくっているか( エネルギー白書 2014より)  

［火力発電］ ( 省略)  

［原子力発電］ 原子力発電では, ウラン原子が核分裂するときのエネルギ

ー( 核エネルギー) で水を加熱して, 高温の水蒸気をつくり, 発電機のタービ

ンを回す｡ 

[ 水力発電]  ( 省略)  

[ エネルギー自給率]  日本では, 火力発電と原子力発電の燃料は, ほとんど

すべてを外国からの輸入に頼っている｡輸入によらないものの割合( エネル

ギー自給率) は, わずか 4%程度しかない。 

 

 図 38 電気は何からつくっているか  

火力発電, 原子力発電, 水力発電の説明図 

 

図 38 電気は何からつくっているか 

は発電所のしくみと写真がセットで示され, 火力発電所

と原子力発電所は臨海部につくられ, 水力発電所は山間

部にあることもわかりとても良い｡火力と原子力発電所

に冷却材( 水) を循環させるポンプが加わればさらに申し

分ありません。 
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【コラム】 [ 発展 核エネルギーが放出されるしくみ]  

 1 つの原子核が 2 つに分かれることを核分裂という｡核分裂で放出され

るエネルギーを核エネルギーといい, そのしくみは, 燃焼などの化学とは

まったく異なる。 

 たとえば炭素を燃やすと,  C+O2  CO2 という反応により, 固体だっ

た燃料( C) が気体( CO2) に変化するとともに熱エネルギーが放出される。こ

のとき炭素( 原子番号 6) や酸素( 原子番号 8) などの原子は変化しない。 

 , 92 , ,

, , , ( 38,53,54,55) ,

,

。 

核分裂を説明する文章を補助する図の核分裂生成物の

表記が不適切です。一般に核分裂では分裂前後で原子番

号の和が保たれます( 等しくなる) ｡ウランの原子番号は

92 だから, 核分裂生成物のペアの原子番号の和も 92 にし

なければなりません。ストロンチウム( 原子番号 38) とヨ

ウ素( 原子番号 53) では, 和が 91 となり成り立ちません。

分裂のし方は 40 とおり以上あり, このとき生ずる生成物

も 80 種類以上ありますが, もし図中で核分裂生成物をス

トロンチウム( 原子番号 38) と表記するなら, 片方の核分

裂生成物はキセノン( 原子番号 54) とし, またヨウ素( 原子

番号 53) を表記したいなら, 片方はイットリウム( 原子番

号 39) でなければなりません。 
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  図の表記では”など”と付して, 核分裂生成物がいろい

ろあるようにぼかしてありますが, ストロンチウムとヨ

ウ素のペアで核分裂生成物が生ずるように表記するのは

誤りです｡テキストなどで最も多く表記されているのは

バリウム( 原子番号 56)とクリプトン( 原子番号 36)の組み

合わせのようです。 
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[ 風力発電]  

風力発電の短所として,騒音の発生も明記すべきです。 

  

コラムで海洋温度差発電を取りあげています。本調査

で見た教科書では唯一のものです。水より沸点の低いア

ンモニアの蒸気を使うこと,海と太陽がある限り利用可能

であること,環境問題への配慮などユニークな点に目を向

けていて好ましい記事となっています｡ 
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図 1  

の横軸の下に年代を経るうちに使われだしたエネルギー

の種類が示されていますが,石炭エネルギー,石油エネル
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  ギーの最後に原子力エネルギーを加えることを望みます

( この図の出典元の図には入っています) 。 
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【コラム】[ 発展 半滅期と年代の測定]  

   放射性物質は放射線を出して別の原子に変わるので,もとの原子の数は

減っていく。その滅り方には規則性があり,ある時間がたつと,もとの原子

の数は,はじめの半分になる｡この時間を半減期という｡半減期は放射性物

質の種類によって決まっているので,遺跡や過去の地層からの出土品にふ

くまれる放射性物質の割合を調べることで,年代を推定できる。 
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３ .  総 合 的 な 評 価  

 

新 刊 の 教 科 書 は , 素 材 が 増 え ･記 述 が 改 良 さ れ , 親 し み や

す い よ う に レ イ ア ウ ト も 工 夫 さ れ い ず れ も 優 れ た 教 科 書 に

な っ て い ま す ｡前 節 で は 教 科 書 を 精 読 し , 記 述 の 誤 り , 誤 解

を 招 く 記 述 , あ い ま い な 表 現 , 出 典 が 不 明 な ど の 観 点 か ら コ

メ ン ト し 修 正 文 案 を 示 し ま し た 。  

本 調 査 は , エ ネ ル ギ ー ･環 境 , 原 子 力 エ ネ ル ギ ー の 利 用 , 放

射 線 の 分 野 に 焦 点 を 当 て て 行 っ た も の で す が ,  福 島 第 一 原

子 力 発 電 所 事 故 に つ い て は 冷 静 か つ 公 平 に 確 か な 情 報 に 基

づ い て 記 述 さ れ て い ま す ｡一 方 , チ ェ ル ノ ブ イ リ 原 子 力 発 電

所 事 故 は , 地 理 , 歴 史 , 公 民 , 理 科 の そ れ ぞ れ 2 点 , 合 計 8 点 の

教 科 書 で 取 り あ げ ら れ て い ま し た ｡こ の う ち の , 歴 史 の 1 点

( 学 び 舎 ) が 同 事 故 の 放 射 能 汚 染 図 を 記 載 し , 理 科 の 1 点 ( 教

育 出 版 ) が 写 真 を 掲 載 し て い ま し た ｡そ の 他 の 教 科 書 で は 福

島 第 一 原 子 力 発 電 所 事 故 と 並 べ て , お お む ね「 福 島 第 一 原 子

力 発 電 所 事 故 事 故 は , 1 9 8 6 年 の チ ェ ル ノ ブ イ リ 原 子 力 発 電

所 ( ウ ク ラ イ ナ ) の 事 故 に 匹 敵 す る 深 刻 な 事 態 を も た ら し た 」

と い う 比 較 的 簡 単 な 記 述 で 紹 介 し て い ま す 。  

以 下 に 各 教 科 に つ い て 印 象 深 か っ た こ と を 述 べ ま す 。  

1 )  社 会 に つ い て  

ほ と ん ど の 教 科 書 が 本 文 の 下 に 番 号 を 付 し , 欄 外 に 同 じ

番 号 を 付 し て 対 応 す る 情 報 を 示 す 図 表 や 脚 注 を 配 置 し て あ

り 理 解 を 助 け て い ま す ｡社 会 で の 教 育 の 観 点 の 一 つ に , 資 料

活 用 の 技 能 ･育 成 が あ り ま す が , 帝 国 書 院 刊 の 「 中 学 生 の 地

理 」 で は , 主 な 国 の 発 電 量 の 内 訳 を 表 す 図 で , 日 本 の 情 報 に

つ い て は 福 島 事 故 前 と 事 故 後 を 併 記 し , そ の 激 変 ぶ り が わ

か る よ う な 気 配 り が し て あ り ま す ｡こ の よ う な 小 さ な 工 夫

が , 資 料 活 用 に 役 立 ち 理 解 を 深 め ま す ｡先 年 行 っ た 高 校 の 教

科 書 調 査 ( 平 成 2 5 年 3 月 に 報 告 ) で は , 福 島 事 故 後 の 世 界 情
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勢 の 記 述 で ド イ ツ , イ タ リ ア な ど 原 子 力 発 電 を 放 棄 し た 先

進 国 も あ り , わ が 国 も そ れ に 倣 う の が 望 ま し い か の よ う な

記 述 が 目 立 ち ま し た が , 新 版 の 中 学 の 教 科 書 で は , そ の よ う

な 偏 見 は 見 ら れ ず 冷 静 な 書 き 方 で あ っ た こ と を 評 価 し ま す ｡ 

ほ と ん ど の 教 科 書 で “ 持 続 可 能 な 社 会 ” が キ ー ワ ー ド と

し て 扱 わ れ て お り , 環 境 を 保 全 し 将 来 の 世 代 に 負 担 を 強 い

な い 社 会 の 在 り 方 を 考 え さ せ て い ま す ｡そ れ と 関 連 づ け て

資 源 の 問 題 , エ ネ ル ギ ー の 問 題 を 論 じ て い て , 未 来 志 向 の バ

ラ ン ス の と れ た 内 容 と な っ て い ま す 。  

構 成 の 面 で 印 象 的 で あ っ た の は , 教 育 出 版 や 帝 国 書 院 刊

の 教 科 書 で は“ ふ り か え る ” ,“ 確 認 し よ う ”と い う 体 裁 で ,

以 前 に 習 っ た 事 柄 を 思 い 出 さ せ , ま た 他 の 科 目 で つ な が り

の あ る 事 項 と に 関 連 付 け を 行 い , 知 識 が 有 機 的 に 広 が る よ

う 工 夫 さ れ て い ま す 。  

福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 事 故 後 の 新 聞 や 週 刊 誌 な ど の 記 述

に し ば し ば 見 ら れ た 「 原 子 力 の 安 全 神 話 は 崩 壊 し た 」 と い

う 情 緒 的 表 現 は , 新 版 教 科 書 で は ほ と ん ど 見 ら れ な く な り

事 実 関 係 だ け を 淡 々 と 記 述 し て い ま す ｡安 全 神 話 が 崩 壊

云 々 と い う 表 現 は , 本 調 査 の 中 で は 日 本 文 教 出 版 刊 の「 中 学

社 会 地 理 的 分 野 」 １ 冊 の み で し た ｡ま た , 風 評 被 害 は 生 産 者

( 現 地 産 業 ) と 消 費 者 ( 利 用 者 ) と の 状 況 把 握 の 乖 離 に よ る 負

の 社 会 現 象 で す が , 教 科 書 で は 福 島 事 故 に よ る 避 難 民 の 記

述 に よ り 焦 点 を 当 て , 大 き な 社 会 現 象 で あ る 風 評 被 害 に つ

い て は ほ と ん ど 触 れ て い な い の が 手 落 ち の よ う に 感 じ ら れ

ま す ｡唯 一 上 述 の 日 本 文 教 出 版 刊 の 地 理 の 教 科 書 で , 福 島 事

故 後 に 身 の 周 り で 電 力 に つ い て ど の よ う な 出 来 事 が あ り 取

り 組 み が あ っ た か , 放 射 性 物 質 の 風 評 被 害 に 対 し て ど う 対

処 す べ き か と い っ た , 市 民 の 一 人 と し て 考 え な け れ ば な ら

な い 事 柄 を 発 展 的 に 取 り あ げ て い ま す ( 東 京 書 籍 と 育 鵬 社

の 公 民 で は 用 語 の み を , 開 隆 堂 刊「 技 術 ･家 庭 ( 家 庭 分 野 ) 」で
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は , 食 の 情 報 を ど の よ う に 判 断 し て い ま す か , と い う コ ラ ム

で 取 り あ げ て い ま す ) ｡ 

公 民 的 分 野 で 地 球 温 暖 化 政 策 に つ い て 外 交 政 策 を 政 党 に

分 か れ て ロ ー ル プ レ イ で 議 論 す る 手 法 , 自 己 の 意 見 を 要 領

よ く ま と め る テ ク ニ ッ ク , ウ エ ビ ン グ マ ッ プ で 相 互 に 関 連

す る 事 項 を つ な ぎ な が ら 考 え る , さ ら に 課 題 を 設 定 し レ ポ

ー ト を 作 成 す る な ど , 多 様 な 学 び の 形 式 が 採 用 さ れ て い て

生 き る 力 を 養 う 教 材 に な っ て い ま す ｡こ の よ う に 社 会 の 教

科 書 は ど れ も 生 徒 自 身 の 見 方 ･考 え 方 を 助 長 す る 狙 い が 強

く 表 れ て お り , 高 く 評 価 で き ま す 。  

2 ) 理 科 に つ い て  

新 版 教 科 書 で 最 も 顕 著 だ っ た こ と は 放 射 線 の 記 述 で す 。

旧 版 ( 平 成 2 4 年 3 月 に 報 告 ) で は 1 ペ ー ジ で 記 述 さ れ て い た

も の が , 新 版 で は ど の 教 科 書 も 4 ペ ー ジ を 割 い て い ま す 。内

容 も 放 射 線 の 種 類 に 始 ま り , 性 質 , 単 位 , 自 然 放 射 線 と 人 工

放 射 線 , 放 射 線 の 防 護 , 放 射 線 の さ ま ざ ま な 利 用 ま で 基 礎 的

な 事 項 を 網 羅 し て い ま す ｡半 減 期 の 概 念 も 発 展 的 に 取 り あ

げ て い ま す 。 最 低 こ れ ら の こ と を 理 解 し て い れ ば , 新 聞 ･テ

レ ビ 等 の 報 道 内 容 を 理 解 す る に も 十 分 で あ り , め ざ ま し い

進 展 と い え ま す ｡ 

し か し 中 に は , 年 間 の 自 然 放 射 線 量 を 日 本 で は お よ そ 2 . 1

ミ リ シ ー ベ ル ト ( 世 界 平 均 2 . 4 ミ リ シ ー ベ ル ト ) と 示 す 一 方

で , 一 般 公 衆 の 年 間 線 量 限 度 が 1 ミ リ シ ー ベ ル ト と 定 め ら

れ て い る と だ け 記 し て い る 教 科 書 が あ り ま す ｡自 然 放 射 線

は 地 球 上 に 生 活 し て い る 以 上 避 け る こ と は で き な い の に 対

し て , 線 量 限 度 の 値 は , 原 子 力 施 設 や 研 究 施 設 な ど で 人 工 的

に 発 生 す る 放 射 線 量 を 安 全 性 の 面 を 考 慮 し て 1 ミ リ シ ー ベ

ル ト 以 下 に 抑 え る よ う に 規 制 さ れ て い る 量 で あ る と 補 足 し

な け れ ば , 自 然 放 射 線 量 よ り 低 く 抑 え ら れ て い る 意 味 が , 図

表 を 添 え た だ け で は 言 葉 足 ら ず で 理 解 し に く く , 惜 し い 点
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で す 。  

理 科 で 観 察 ･実 験 の 技 能 を 養 う こ と は , 自 然 事 象 へ の 関

心 ･意 欲 ･態 度 の 醸 成 , 科 学 的 な 思 考 ･表 現 の 向 上 そ し て 自 然

事 象 に つ い て の 知 識 ･理 解 の 深 ま り と と も に 重 要 な こ と で

す が , 中 学 で は 原 子 力 ･放 射 線 に 関 わ る 観 察 ･実 験 は 内 容 が

限 定 さ れ る の は 仕 方 な い こ と で す 。そ の よ う な 中 で , 啓 林 館

刊 の「 未 来 へ ひ ろ が る サ イ エ ン ス ３ 」で は , 掃 除 機 の 筒 の 先

を テ ッ シ ュ ペ ー パ ー で 包 み , 室 内 の 空 気 を 吸 引 し , こ の と き

テ ッ シ ュ ペ ー パ ー に 付 着 し た チ リ な ど に 含 ま れ る 放 射 性 物

質 を , 時 間 を 区 切 っ て 放 射 線 測 定 器 で 測 る 実 験 を 取 り あ げ

て い ま す ｡空 気 中 の 見 え な い チ リ な ど に 含 ま れ る 放 射 能 が

時 間 ご と に 減 っ て い く 様 子 を 知 る と い う も の で す ｡他 の 教

科 書 の 実 験 で は , 漠 然 と 放 射 線 を 測 っ て み よ う と し て い ま

す が , 啓 林 館 の 教 科 書 で は , 調 べ る 対 象 の 測 定 目 的 を 設 定 し ,

放 射 性 物 質 の 規 則 正 し い 減 り 方 ( 半 減 期 ) の 概 念 を 定 性 的 に

理 解 さ せ よ う と し て い ま す ｡こ の 実 験 を , 本 調 査 に 携 わ っ た

一 人 が 教 科 書 ど お り に 日 本 原 子 力 研 究 開 発 機 構 で 行 い ま し

た ｡そ の 結 果 を 次 節 の 図 １ に 示 し ま す 。放 射 能 の 減 衰 の 定 性

的 側 面 が わ か り , 調 査 し た 教 科 書 の 実 験 で は 最 も 高 く 評 価

で き る 内 容 で し た ｡次 の 教 科 書 編 集 時 に こ れ を 参 考 に し , 他

の 教 科 書 で も 本 実 験 を 採 用 す る こ と を 薦 め ま す ｡ 

教 科 書 の 原 子 力 発 電 所 の し く み ( 火 力 発 電 所 も 同 様 ) の 図

で は , シ ス テ ム に 冷 却 水 を 流 し て い る の に ポ ン プ を 示 し て

い る 図 は ほ と ん ど 見 ら れ ま せ ん ｡こ れ ら の 施 設 で は 水 が 自

然 循 環 す る の で は な く , 強 制 循 環 さ せ る た め ポ ン プ は 必 要

不 可 欠 な 機 器 と な っ て お り , 簡 単 に せ よ 図 示 す る の が 適 当

と 思 わ れ ま す ( 図 示 さ れ て い る の は 啓 林 館 刊「 未 来 に ひ ろ が

る サ イ エ ン ス ３ 」の み ) ｡こ れ を 記 せ ば , 本 文 で 福 島 第 一 原 子

力 発 電 所 が 津 波 の 冠 水 に よ り 電 源 を 喪 失 し , ポ ン プ が 停 止

し 原 子 炉 の 冷 却 機 能 を 失 い 事 故 に 至 っ た と 書 か れ て い る こ
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と が よ り 理 解 で き る と 思 わ れ ま す ｡ 

太 陽 光 , 風 力 な ど の 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー へ の 期 待 が 抑 制

さ れ て 扱 わ れ て い る こ と も 共 通 し た 特 徴 で し た ｡福 島 事 故

直 後 に 改 訂 さ れ た 教 科 書 で は , 原 子 力 を す べ て 止 め て そ れ

を 太 陽 光 , 風 力 , 地 熱 な ど で 賄 う か の ご と き 記 述 ( 高 校 教 科

書 ： 平 成 2 5 年 3 月 で 報 告 ) が 目 立 ち ま し た が , 新 版 の こ の 中

学 の 教 科 書 で は , 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー へ の 過 度 な 期 待 の 記

述 が ほ ど よ く 抑 え ら れ て い ま す ｡発 電 方 法 の 説 明 の 中 で , 学

校 図 書 刊 の 「 中 学 校 科 学 3」 の コ ラ ム , “ 科 学 の 窓 ” で は 海

洋 温 度 差 発 電 を 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 一 つ と し て 紹 介 し て

い る の も 他 の 教 科 書 に は な く 印 象 深 い 素 材 と な っ て い ま す ｡

各 種 エ ネ ル ギ ー の ベ ス ト ミ ッ ク ス を 長 期 的 視 点 か ら 記 述 す

る う え で , 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 開 発 ･利 用 の さ ま ざ ま な 形

態 を 紹 介 す る こ と は 適 切 な こ と で す ｡ 

理 科 で は 社 会 と 違 い , 自 由 討 議 と か ロ ー ル プ レ イ の よ う

な 意 見 の 交 換 で は な く , 主 に 調 べ 学 習 で 理 解 の 深 ま り を 求

め て い ま す ｡テ ー マ の 設 定 や レ ポ ー ト の 書 き 方 ま で 示 し , き

め 細 か に 導 い て い ま す 。 理 科 の 教 育 目 的 の 一 つ で も あ る 科

学 的 な 思 考 ･表 現 を 養 う 上 で , 調 べ る テ ー マ を 設 定 し 自 ら の

力 で ま と め る 作 業 は , 国 語 力 も 求 め ら れ 真 の 学 力 ア ッ プ に

つ な が り ま す ｡ 

中 学 の 理 科 学 習 は , 科 学 の 主 要 な 事 項 の 単 元 学 習 に な ら

ざ る を 得 ま せ ん ｡教 科 書 の よ う に 限 ら れ た ペ ー ジ 数 で 生 徒

へ 自 然 科 学 へ の 興 味 ･関 心 を 起 こ さ せ る 工 夫 の 一 つ に , 素 材

に 比 較 的 自 由 度 の あ る コ ラ ム 欄 の 活 用 が あ り ま す ｡理 科 の

本 文 で は , 自 然 事 象 に つ い て 現 在 正 し い と さ れ る 見 方 や 理

論 を 中 心 と し て 書 か れ て い ま す ｡し か し 忘 れ て な ら な い こ

と に , 現 象 へ の 気 づ き と , な ぜ と い う 問 い か け が あ り ま す ｡

先 人 が な ぜ と 疑 問 に 思 い , 理 論 の 構 築 に 至 っ た 科 学 史 的 側

面 , 将 来 の 技 術 へ の 応 用 へ 夢 を 馳 せ る な ど , コ ラ ム 欄 を 発 展
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的 に 使 っ た 教 科 書 は 読 ん で 楽 し く , 自 然 科 学 方 面 へ の 興 味 ･

関 心 に つ な げ る と 思 い ま す 。  

原 子 力 利 用 の よ う に 見 方 ･考 え 方 の 異 な る テ ー マ は , 長 所 ,

短 所 を 比 較 し , わ が 国 の 地 政 学 上 の 特 徴 を 見 極 め , 世 界 の 動

向 も 参 考 に し つ つ , 近 年 急 速 に 発 展 し つ つ あ る 映 像 教 材 と

教 科 書 を ミ ッ ク ス さ せ , 自 由 研 究 ･課 題 学 習 も 取 り 入 れ て 生

徒 の さ ら な る 理 解 が 深 ま る こ と を 期 待 し ま す 。  

新 刊 の 理 科 で は , 最 終 章 に お い て 科 学 技 術 の 社 会 へ の 貢

献 に 関 す る 記 述 が 強 化 さ れ , 科 学 が 日 常 生 活 と 密 着 し て い

る こ と に 気 づ く よ う に し て い る こ と も 好 感 が 持 て ま す 。  

3 ) 保 健 体 育 に つ い て  

学 研 教 育 み ら い 刊 の「 新 ･中 学 保 健 体 育 」に は 放 射 線 と 健

康 を 学 習 す る 中 で , 身 の 周 り の 放 射 線 に つ い て 図 で 説 明 し

て い ま す ｡こ の 図 は , 理 科 で は ス タ イ ル を 変 え ど の 教 科 書 に

も 紹 介 さ れ て い る も の で す が , こ こ の 図 は 一 味 異 な り , 放 射

線 医 学 総 合 研 究 所 の 資 料 を 出 典 と し , 1 0 0 ミ リ シ ー ベ ル ト 以

上 で , が ん の リ ス ク が 上 昇 す る , そ し て 1 ミ リ シ ー ベ ル ト は

放 射 線 業 務 従 事 者 以 外 の 年 間 の 人 工 的 被 ば く 限 度 と 示 し て

い ま す ｡ま た 食 品 中 に 含 ま れ る カ リ ウ ム 4 0 の 放 射 能 の 強 さ

も 紹 介 さ れ て い て , 他 の 教 科 書 の 図 よ り 放 射 線 の 身 体 へ の

影 響 , 食 品 摂 取 に よ り 取 り 込 ま れ る 放 射 能 を 示 す 図 と し て

必 要 事 項 が 記 入 さ れ 役 立 つ 情 報 と な っ て い ま す 。  

4 ) 技 術 ･家 庭 に つ い て  

ど の 教 科 書 も エ ネ ル ギ ー 効 率 を 記 し , 理 科 の 原 理 面 の 記

述 と 相 互 に 補 完 し 合 い , 技 術 へ の 応 用 が よ く 理 解 で き る よ

う に な っ て い ま す 。ま た 本 文 に よ る 解 説 と 図 表 ･脚 注 が 半 々

で , 読 ま せ る よ り 大 き め の 図 で 見 せ る つ く り と し て い ま す ｡

教 育 目 的 の 一 つ で あ る 生 活 を 工 夫 し 想 像 す る 能 力 を 助 長 す

る 配 慮 が 随 所 に 表 れ て い て , 技 術 の 実 際 面 が 身 近 に 感 じ ら

れ よ い 教 科 書 と な っ て い ま す ｡た だ , 図 の 中 に は 技 術 書 か ら
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そ の ま ま 転 写 し た よ う な も の も あ り , 精 密 図 よ り も 中 学 生

に な じ む よ う 必 要 部 分 だ け 簡 略 化 し た 図 に 描 き 直 す 気 配 り

も 必 要 で は な い か と 思 わ れ ま す 。  

東 京 書 籍 刊 の 「 新 編 新 し い 技 術 ･家 庭 」 で は , 一 日 の 時 間

経 過 に 対 す る 送 電 電 力 量 の 図 が 示 さ れ , そ れ を 自 分 で 水 力 ,

火 力 , 原 子 力 で ど の よ う に 構 成 す る か 考 え さ せ て い ま す 。発

電 方 式 に よ る 運 転 の 時 間 追 従 性 ( 要 求 さ れ る 電 力 量 に 応 じ

て い か に 早 く 発 電 量 を 適 合 で き る か ) ま で 考 え る の は 中 学

生 に は 無 理 で す が , 発 電 方 式 別 の 発 電 コ ス ト を 念 頭 に 考 え

ね ば ベ ス ト ミ ッ ク ス に は な ら ず , よ い 演 習 の 一 つ に な っ て

い ま す ｡開 隆 堂 刊 の 「 技 術 ･家 庭 ( 家 庭 分 野 ) 」 に は 食 品 の 安

全 を 守 る 取 り 組 み と 放 射 性 物 質 の 基 準 値 が 紹 介 さ れ , 情 報

量 と し て 十 分 な 内 容 を 示 し て い ま す 。  

総 合 的 に , 新 版 の 教 科 書 は , 一 部 に 情 緒 的 表 現 も 見 ら れ ま

し た が , ど の 教 科 も 格 段 に 進 歩 し て い る と 高 く 評 価 し ま す 。 

 

本 教 科 書 調 査 を 行 う に 際 し て , 携 わ っ た 委 員 が 常 に 念 頭

に 置 い た 点 は , 中 学 校 の 生 徒 に 施 す 適 切 な 教 育 レ ベ ル は ど

の 辺 か , 新 聞 ･テ レ ビ 等 の 報 道 を 正 し く 理 解 す る の に 基 礎 と

な る 知 識 は 何 か , 価 値 観 に よ り 答 え が 一 つ に 収 ま ら な い 内

容 を 考 え さ せ て い る か , 社 会 に 受 け 入 れ ら れ る 研 究 ･技 術 の

情 報 の 与 え 方 は ど う あ る べ き か な ど , 原 子 力 平 和 利 用 の 学

術 ･技 術 を 追 求 す る 機 関 の 見 解 と し て , 偏 見 を 持 た ず に 精 読

し , 気 づ い た 事 項 を 述 べ る こ と で し た 。  

総 合 的 な 評 価 を す る に あ た っ て は , 定 ま っ た 手 法 が な い

こ と か ら , 公 平 な 見 方 と し て , 学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ て い る

各 教 科 の 目 標 を 基 礎 と し て 視 点 を 設 定 し , こ れ を 達 成 す る

た め に 教 科 書 に 盛 り 込 ま れ て い る 本 文 記 述 , 図 表 , 脚 注 , 観

察 ･実 験 , コ ラ ム , 課 題 , そ の 他 の 工 夫 な ど を 見 ま し た ｡教 科

書 は ペ ー ジ 数 が 限 定 さ れ て い ま す ｡そ の 窮 屈 な 中 で , 各 教 科
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書 は よ く で き て い ま す ｡当 学 会 で は , 今 後 と も 教 科 書 内 容 を

注 視 し , よ り よ い も の に な る よ う 協 力 し て い き た く 思 い ま

す 。  

 

４．補遺：簡易放射線測定器による放射線測定実験について 

     

教 科 書 に 取 り あ げ ら れ て い る , 簡 易 放 射 線 測 定 器 に よ る

放 射 線 測 定 の 一 つ を , 検 証 を 兼 ね て 本 調 査 に 携 わ っ た 一 人

が 行 っ た 結 果 を 紹 介 し ま す ｡こ れ は 電 気 掃 除 機 で 大 気 中 の

チ リ な ど に 含 ま れ る 放 射 性 物 質 を 集 め て , 一 定 時 間 お き に

放 射 線 量 を 測 る こ と で , 放 射 性 物 質 が 身 近 に あ る こ と と そ

の 減 衰 の 様 子 に つ い て 知 る こ と が で き る 実 験 で す 。  
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図 １  簡易放射線測定器による室内の大気に含まれる放射性物質からの 

放射線測定実験 

 

教科書の記述では掃除機の筒にティッシュペーパーを取り付けるとありま

したが,これでは破れたので市販の使い捨てマスクに替えて実施しました。 

〔解説〕 

空気中に存在する主な天然の放射性核種は,ウラン崩壊系列のラドン(Rn２２

２) ,トリウム崩壊系列のトロン(Rn220)と,それぞれの子孫核種が挙げられ,特に

ラドンとその子孫核種が多く存在しています｡ラドン,トロンは希ガスである

ためろ紙(マスク,ティッシュペーパー)に捕集されることはありませんが,その

子孫核種は微粒子あるいは空気中のチリに付着して存在するので ,ろ紙(マス

ク)に捕集されます｡したがって捕集直後に測定すると放射能を測定すること

ができます｡ 

Rn222 から始まり Pb206 までの崩壊系列には,いくつかの放射性核種がありま

すが,途中の Pb210の半減期は 22 年と長いので,空気中の天然放射性核種を考え

る場合には安定核種とみなせます｡したがって空気中には Po218 から Po214 まで
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の放射性のラドン子孫核種が存在し,それぞれの半減期がラドンに比べて短い

ことから,これらの核種の放射能濃度はラドンの濃度に比例しているとみなさ

れます。 

ろ紙(マスク)に付着した Po218 は半減期が約 3 分と短くその放射能量は急速

に減衰していくので,捕集を始めてから比較的早い時期に捕集による増加と崩

壊による減衰の量が等しくなり平衡した量になります。Po214 以降の放射性崩

壊については略します。 

この実験に使用した簡易放射線測定器では,核種の弁別はできませんが,上

記のような空気中のラドン,トロンの崩壊子孫核種を検知したものと考えられ

ます。中学の学習では核種という概念は出てこないので,立ち入った議論は略

しても差し支えありません｡それでも結果のグラフから空気中にはラドンや

トロンの崩壊による放射性物質が存在し,その放射能は,時間を経て減衰する

ことが大まかにわかります｡このことから本実験は,簡易放射線測定器さえあ

れば身近な道具で,簡単に危険もなくできるので,中学生の放射線実験として

適当であると思われます｡また自然放射線には宇宙線,大地からの放射線,食物

摂取による放射線の他に,空気中のラドンの放射線も加わることに気づかせる

補助にもなると思われます。 
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第 4 章 調査の記録  

１．会議等開催記録  

本 調 査 に 関 し て , 原 子 力 学 会 教 育 委 員 会 教 科 書 調 査 ワ ー キ ン グ グ ル

ー プ ( 調 査 担 当 者 ) を 置 き , 幹 事 会 議 を 開 催 し , 随 時 メ ー ル で 担 当 者 間

の 意 見 交 換 を 行 っ て 調 査 を 進 め た ｡ま た , 教 育 委 員 会 に 活 動 を 報 告 し

つつ 調 査 を進 め た 。  

 

平 成 27 年 12 月 19 日( 土)  第 1 回 教 科書 調 査 幹事 会 議  

調 査 お よ び 解 析 の 方 針 に つ い て 意 見 交 換 を 行 い , 調 査 の 分 担 , 作 業 ス

ケジ ュ ー ルな ど を 決め た 。  

平 成 28 年 3 月 26 日( 土)  第 2 回 教 科書 調 査 幹事 会 議   

調 査 結 果 の 解 析 ･意 見 交 換 を 行 い , 報 告 書 の 取 り ま と め 案 の 作 成 を 行

った 。  

平 成 28 年 5 月 12 日( 木)  第 3 回 教 科書 調 査 幹事 会 議   

調査 結 果 の解 析･意 見交 換 を 行い, 報 告 書の 取 り まと め を 行っ た 。  

 

２．教科書調査担当者および教育委員会委員  

 

教科 書 調 査担 当 者  

委員 氏 名      所  属 ( ＊ 主査)  

工藤  和 彦  九 州大 学( 名 誉教 授) ＊  

伊藤   甫  Ｈ ＆Ｉ 技 術 士事 務 所  

笠井  重 夫  東 芝原 子 力 エン ジ ニ アリ ン グ サー ビ ス ( 株)  

菊池  裕 彦  三 菱重 工 業( 株)  

北村  正 晴  東 北大 学( 名 誉教 授)  

熊谷   明  元( 一財) 日 本 原子 力 文 化財 団  

櫻井  俊 吾  ( 株 ) 東芝 電 力 シス テ ム 社  

末廣  利 恵  ( 一 財) エ ネ ル ギー 総 合 工学 研 究 所  

杉本   純  元 京都 大 学  

寺澤  倫 孝  兵 庫県 立 大 学  

中島   健  京 都大 学  

松永  一 郎  ( 一 社) 日 本 原 子力 学 会 シニ ア ネ ット ワ ー ク連 絡 会  

宮沢  龍 雄  元( 株) エ ネ ル ギー 計 画 コン サ ル タン ト  

山下  清 信  ( 独 ) 日本 原 子 力研 究 開 発機 構  

芳中  一 行  ( 独 ) 日本 原 子 力研 究 開 発機 構  

若杉  和 彦  ( 一 社) 日 本 原 子力 学 会 シニ ア ネ ット ワ ー ク連 絡 会  

調査 協 力    ( 株 ) 科学 新 聞 社( 安 藤 仁)  
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教育 委 員 会委 員  

委員 氏 名   所  属 ( ＊ 委 員長)  

浜崎   学    ( 公 益社 団 法 人) 日 本 技 術士 会  原子 力･放 射線 部 会  

     ( 勤務 先: 日本 原 燃 ㈱)  ＊  

岡田  往 子  東 京都 市 大 学  

佐藤  修 彰  東 北大 学  

森  治 嗣  北 海道 大 学  

小原   徹  東 京工 業 大 学  

高橋   信  東 北大 学  

宇埜  正 美  福 井大 学  

金川  説 子  三 菱重 工 業( 株)  

木藤  啓 子  ( 一 社) 日 本 原 子力 産 業 協会  

工藤  和 彦  九 州大 学( 名 誉教 授)  

相楽   洋  東 京工 業 大 学  

末廣  利 恵  ( 一 財) エ ネ ル ギー 総 合 工学 研 究 所  

高木  利 恵子  エ ネル ギ ー 広報 企 画 舎  

高田  英 治  富 士電 機( 株)  

高田  英 治  富 山高 等 専 門学 校  

田辺   朗  ( 株 ) 東芝  

仲村  光 史  東 京電 力( 株)  

日高  昭 秀  ( 独 ) 日本 原 子 力研 究 開 発機 構  

藤原  充 啓  東 北大 学  

矢野   隆  エ ネル ギ ー 問題 に 発 言す る 会  

       ( 一 社) 日 本 原 子力 学 会 シニ ア ネ ット ワ ー ク連 絡 会  

吉田  拓 真  日 立 GEニ ュ ーク リ ア エナ ジ ー ( 株)   

 

３．これまでに公表した報告書  

「初 等･中 等教 育 に おけ る「エ ネ ル ギー 」の 扱 いと 高 等 学校 学習 指 導

要領 に 関 する 要 望 書 」 平 成 8 年 5 月( 社) 日 本 原 子力 学 会  

「 参 考 資 料  高 等 学 校 教 科 書 の 中 の 原 子 力 に 関 す る 不 適 切 な 記 述 例 」

平 成 8 年 5 月( 社) 日本 原 子 力学 会  

「 参 考 資 料  高 等 学 校 , 中 学 校 教 科 書 の 中 の 原 子 力 に 関 す る 不 適 切

な記 述 例 」平 成 16 年 12 月( 社) 日 本 原 子力 学 会  

「 初 等 ･中 等 教 科 書 お よ び 学 習 指 導 要 領 に お け る エ ネ ル ギ ー ･原 子 力

の扱 い に 関す る 要 望書 」 平 成 17 年 8 月 ( 社) 日 本 原子 力学 会  

「 新 学 習 指 導 要 領 に 基 づ く 小 中 学 校 教 科 書 の エ ネ ル ギ ー 関 連 記 述 に

関す る 提 言」 平 成 21 年 1 月( 一 社) 日本 原子 力 学 会  
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「 新 学 習 指 導 要 領 に 基 づ く 高 等 学 校 教 科 書 の エ ネ ル ギ ー 関 連 記 述 に

関す る 提 言」 平 成 22 年 1 月( 一 社) 日本 原子 力 学 会  

「 新 学 習 指 導 要 領 に 基 づ く 小 学 校 教 科 書 の エ ネ ル ギ ー 関 連 記 述 に 関

する 調 査 と提 言 」 平 成 23 年 1 月  ( 一社) 日 本 原子 力 学 会  

「 新 学 習 指 導 要 領 に 基 づ く 中 学 校 教 科 書 の エ ネ ル ギ ー 関 連 記 述 に 関

する 調 査 と提 言 」 平 成 24 年 3 月 ( 一 社) 日 本 原 子力 学 会  

「 新 学 習 指 導 要 領 に 基 づ く 高 等 学 校 教 科 書 の エ ネ ル ギ ー 関 連 記 述 に

関す る 調 査と 提 言 」平 成 25 年 3 月 ( 一社) 日 本 原子 力 学 会  

「 新 学 習 指 導 要 領 に 基 づ く 高 等 学 校 教 科 書 の 原 子 力 関 連 記 述 に 関 す

る調 査 と 提言 」 平 成 27 年 3 月 ( 一 社 ) 日本 原 子 力学 会  

 

 平 成 21 年 1 月以 降の 報 告 書は , 原 子 力学 会 の 下 記 URLで閲 覧 で きま

す。  

 http://www.aesj.net/education/syoto_tyutokyoiku /  

 

本報 告 書 に関 す る 問合 せ 先  

日本 原 子 力学 会 教 育委 員 会( 原子 力 学 会事 務 局)  

 http://www.aesj.net  


